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発 刊 の こ と ば

東北学院大学カウンセリング・センター所長 堀 毛 裕 子

東 日本大 震災 の被害 を受 けた皆 様 に心 か らお見舞 いを申 し上 げる とと もに、犠牲 にな られ

た方 々に深 く哀悼 の意 を表 します。

「未 曽有」 といわれ た2011年3月11日 の東 日本人震 災の被害 を受 けなが ら、2011年 度 のセ

ンター活動が始 ま り、 ま もな く一 年 を迎 えよ うと しています。 この間、多 くの皆 様か ら本学

カ ウ ンセ リング ・セ ンター に寄 せ られ たお見舞 いのお言葉 に、 この場 を お借 り して厚 く御礼

を申 し上 げます。

震災 直後の混乱 の中で もセ ンターの学生支援 は続 け られ、 や がて例 年 よ り1カ 月遅れ て5

月9日 か ら2011年 度 の大 学の授業 が開始 されま した。通 常の さま ざまな大学 と しての業務 が

始 ま った後 も、今年 度の本学 カ ウ ンセ リング ・セ ンターの活動 は、 や は り震災 への対応 を抜

きに して は語れ ませ ん。 本号 では、例年通 りに前年度 の業務 報告等 を掲 載す る とと もに、今

年一年 の 当セ ンターにお ける震災 への対応 について、 資料 とと もに簡単 な報告 を収 録 しま し

た。東 北 はまだ震災 の影響 の中にあ って、振 り返 りを行 う段 階で はあ りません が、 震災 にお

ける学生支援の一端 を知 って頂 くことで、今後 のなん らかの ご参考 になれば幸 いです。

緊急事 態 にあ って こそ、 学生支援 の本質 が よ り明確 に問われ るよ うに も思 います。 私 ども

もこれ を機 会 に、 あ らためて セ ンター活動 のあ り方 を検討 し、 本学 に学ぶ学生 た ちの支援 に

向 けて一・層 の努力 を続 けて まい りたい と存 じます。 今後 とも、 学 内外 の関係者 の皆 様の ご理

解 とご支援 を頂 きます よ うお願 い申 し上 げます。

-3-



カ ウンセ リング ・センター講 演会

「学生支援 におけ る学 内関連窓 口の連携 につ いて」

講 師

日 時

会 場

東北大 学高等教育 開発推進 セ ンター教授

学生相談 室副所長

吉 武 清 實 氏

2011年2月25日(金)

土 樋 キ ャ ンパ ス:8号 館第3会 議室(メ イ ン会場)

泉 キ ャ ン パ ス:1号 館4階 大会議室(テ レビ会議)

多賀城 キ ャンパス:1号 館第2会 議室(テ レビ会議)

本学 カウンセ リング ・セ ンターでは、発足以来毎年、学生 や教職員 を対象 とす る講演会 を開催 してい

る。 ここ数年は、 大学全体 における学生支援 の質 の向上 を 目指 して、授業や窓 口対応 な どの際に知 って

おいて ほ しい学生 対応 の基本 的知識 を中心 に、教職員 を対象 とした講演会 を継続 してい る。

平成22年 度は、 学生 支援 における学 内関連窓 口の連携 をテーマ として、吉武清實先生(東 北大学 高等

教育開発推進セ ンター教授 ・学生相談室副所長)を 講師 にお迎 え した。本学 は仙台市 および隣接す る多

賀城市 に3キ ャンパスを有 す るため、土樋 キ ャンパ スの講演会場 と他の泉 ・多賀城 キ ャンパ ス とをTV

会議方式で結び、 全教職員 を対象 として、各 自のキ ャンパ スか ら参加で きるよ うな体制 の もとで実施 し

た。

ここで は2011年2月25日 に開催 され た講演会 の概要報告 と して、吉武先生の了解 の もとに、 当 日使用

され たパ ワーポイ ン トス ライ ドを再掲す る。
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20110225

学生支援に関わる窓口間連携につ

いて

東北大糧 鶉羅 肇 織 皇ター学生

学生相談所
ハラスメント全学学生相談窓ロ

吉武清實

[

「

ヒ

ト

I

I

連 携にかかわる諸問題

学生支援 力は連 携力

何のための連携か

学生支援は教育の一環

個々の学生の支援は個々の窓 口だけでは足り
ない

多様な学生 教職員も困惑するケース増大

連携の必要性も増してきた

個々の学生の支援には、学生が抱える問題に
ついて、学内外のどんな資源が、どのように役

立ちうるか、について、各窓ロが把握しようと努
めていくことが必要(相 互に知 り合うこと、ネット
ワーク形成)

連携にかかわる諸問題

個人的ネットワークカ と システムの工夫によるネッ
トワーク力 両方必要

非常勤カウンセラーにも連携力が求められる。 だが、

雇用契約上、システム上、容易でない コァ・カウンセ
ラ・一の常勤化が望ましいのだが …

いろいろな工夫

・カウンセラーによる学科回りの"御用聞き"(上智大学等

の例)

・教授会前後の時間での学内カウンセラーによる講演(学

生の多様性と指導上の留意点、ハラスメント防止など)
・学内委員会への参加(オブザーバーとして、委員として)
・新入生への催しでの、"利用案内による顔見せ"
・サークル・リーダー研修、2年次、3年次ガイダンス等の機
会での講演

連携にかかわる諸問題

煙 携にはコーディネーション機 能が欠 かせな

い

一こんなとき、誰に連絡すればよいのか
一こんなとき、誰に相談すればよいのか
一こんなとき、誰が一緒に動いてくれるのか
一これについての報告は、どうするのか

この問題の責任者(責 任のレベル:高 位 、中

位 、現場)は 誰と誰か

この情報 は、どのレベルまで共有してもらう必

要が あるのか

連携にかかわる諸問題

連携には、学生相談体制の整備、システム
作りが欠かせない

連携の谷間で悲劇が(生じ得る)

連携には、それぞれの役割(責 任、できること、

できないこと)について相互に知り合っていく
ことが必要

守秘義務と情報の共有の問題

ある自殺企図学生のケース(加工・合成事例)か ら

ある学生が 、自殺を企 図しようとして、学生相

談所(CounselingCenter)へ 。

サークル活動でミスをして自殺衝動が とても

高まっているケース。緊急対応必要 と判 断。

時刻はタ刻。

守秘 義務の例外 として、家族へ の連 絡、了承

を得 、本人の説得 へ。

精神科 救急病院へ 電話。

その後の連携 による対応(省 略)
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自殺企図ケース(加工・合成事例)か ら

連携が必須

危機対応(緊急対応)と、帰省時、復帰後の
対応

本ケースは、精神障害の学生

復帰後も「プレッシャー、蹟きが生じると、衝
動的になる」ことが高い確率で予想され、関
係者で連携しての見守りが必要

連携:連絡、報告、相談、協議、

責任と(流動的と心得つつ)

役割分担の確認

つきまとい行為のケース(加工・合成事例)か ら

連携が必須

学生間での「事件」

両者は学部は異なるが同一サークル所属

被害学生からの相談

加害学生にもつながる、担当カウンセラーを分
ける

警察に相談、被害届は出さず

つきまとい行為激化

本ケースも.アスペルガー障害の学生

危機対応(緊急対応)被 害学生の保護者から
の相談と苦情

加害学生の学部の雛 長を通じて、加害学生の所

属の堂遡 授とカウンセラー三者で情報共有、協

議。

⇒どの範囲まで共有してもらう?学 生支援課とサー

クル顧問へはどうする?

カウンセラーから保護者へ、「休学して帰省、専門機

関(専 門医)受 診・相談、復帰については専門医と相
談して進めてもらう」ことについて
一"本学生の今後の人生を考えて、どうするのがよいか"
一「刺激今衝動性高まる」一人暮らしでなく、保護者の下で

の暮らしを

帰省時の対応、連携(役 割分担等)を どうするか

復帰後の対応、連携(役 割分担等)を どうするか この

学部には復帰に診断が必要との内規はない

自殺未遂歴のある学生のケース(加 工・合成事例)
から

未遂→休学

復帰一〉自殺または自殺企図

相談に乗っていた学生の傷つき(衝 撃)⇒ 何もできなく

なる、試験も受けられなくなる、大学をやめても、どう
でもいいという気持ちに(危 機状態)

復 帰に当たり、リスクの高い学生であることを知って、
チームで見守る体制を作っていれば、という悔い

く課題意識〉 学部・学科 、研究室、学生相談所カウ

ンセラー、保健管理センター精神科医間で情報を共

有し、連携して見守る、適時対応を協議することがで
きるようにするために、体制を整備する必要性あり

カルト勧誘学生のケースから

偽装勧誘の被害を受ける新入生

合格手続き書類に注意喚起のチラシ(学 生支援
課→入試課、学生相談所今入試課)

入学式での注意喚起(総 長補佐)
一相談は「学生相談所へ、学生支援課へ」と窓口明示

4月 時、学生からの情報をもとに、早期に救出

保護者連絡も*学 生支援課職員の専門性向
上および学生生活協議会の問題意識 ・対策意
識の賜物、

所掌:学 生生活協議会、学生支援課(学 生相談
所カウンセラーも協議員に)、学生相談所

学生相談所と

学部・大学院の連携体制の整備

学生支援審議会のもとの学生相談専門委員

会のもとに、「部局のとりくみ、学生相談所の

取り組み、連携による取りくみ」の体制を決定

連携:連 絡・報告・相談 ・協議・協働

執行部で、部局長会議で全学的にオーソライ
ズされる

その後、学生支援審議会のもとにキャリア支
援専門委員会設置へ動き始める
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教職員から学生相談所へ

気になる学生について相談、つなぎ

自然科学総合実験スタッフから

馨蝦鋼 勢臭蝶 綴擶 つてきた学生
技術職員から、担当学生のリスカに気づいて
指導教授から、指導学生について

学生寮担当職員から
理系学部の就職担当教員から

学生支援課職員から（学生のサークル活動中の
事故死、周囲の学生を連れて)、等々

守秘義務、と情報共有の問題

守秘義務、と情報共有はジレンマか?

守秘を破った対応を(学生のために良かれと
思って)した大学は訴えられて、敗訴した

カウンセラーの守秘義務には「集団守秘義

務」なるものは通用しない

東北大学学生相談所は「守秘の例外」につい

て、受付段階で、来談者に示している。これに

よって「自傷 他害のおそれ」のある場合を守

秘の例外として、動くことが可能となっている

守秘義務、と情報共有の問題

自殺しようとしている学生は守秘の例外といって

も、家族に知らせることについて、まずは本人の

了解をとる努力をする。拒否されるときには、守

秘の例外として保護者連絡し、保護状態 ・精神

科診療状態においてもらうようにする。

企図歴、未遂歴がある、自殺のリスクの高い学

生(復 帰時、本人が元気に復帰してくる例 は珍し

くない)については、学部・大学院の学生相談専

門委員会委員および指導教授にも、原則伝え、

復帰時の「可能な、特別な配慮(リハビリ的復帰

など)」を検討してもらうようにする。

「

[

相談窓口のセンサー機能

学生相談のセンサー機能

相談を通じて、大学として改善が必要な問題
について気付かされる

一〉大学執行部へ伝えられるしくみが必要

⇔学生相談所常勤スタッフと執行部メンバー

との情報共有の会合(月1回 実施)

他の窓口ももつセンサー機能

身体障害学生のケース

難聴の学生が落ち込んでカウンセリングに

含磁 鍛 鱒 慈で「発表」が重視されており・
入試の時に、届け出て、配慮をしてもらえると
思っていたのだが。今回の英語の担当教師には
伝わってなかったようだ。どうしたらよいのだろうか
?

担当者(部 署)、責任をもつ人は?定 まってい
るのだろうか?
・どこへ、といあわせればよいか?
・面接を担当した若手カウンセラーに

、教育・学生支援
鄙長に相談するよう指示
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GIDの 学生のケース(加 工事例)

新入学生、学生相談所へ

主訴;入 学と同時に、これまでとは異なる性で
(名前を変えて)暮 らしたい

学内の申し合わせはあるのか?あ り

るのだろうか?
担当者(部署)、 責任をもつ人は?定 まってい

どこへ、といあわせればよいか?

教育・学生支援部長に相談、所属学部の責任で対処していくしくみとわかる

三者で協議 図:書館、休育館、学内トイレ等々につい
ても検討
保護者承認を得て動くこととする・・…
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守秘義務、と情報共有の問題

自殺のリスクの高い学生についてだけでなく、
発達障害の学生の支援についても、連携は
欠かせない。

「特別な配慮」の検討が必要となることがしば

しばである。

カウンセラーは、本人(および家族)の合意を

とるように努める。「このことについて、指導教
授にきいてもらって、検討してもらおうよ」

発達障害の学生は、合意する場合がたいて
いである。(カウンセラーとの関係の深まりも
関係するが)

学生相談所とキャリア支援センターとの連携

・リフアー

学生相談所からキャリア支援センターヘ
ー案内することもある。合同で話を聞くこともある。

一キャリアカウンセリングを周半日合同で実施している

一学生支援審議会FDの共催

一学生相談所の予防教育授業にキャリア支援センター

が協力

キャリア支援センターから学生相談所ヘ
ーキャリア教育の授業に学生相談所が協力
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東北学院大学カウンセ リング ・センター主催

平成22年 度講演会

〈全学の教職員対象です。どなたでもぜひご参加下さい。〉

学生支援における学内関遵窓口の連携について

講演者:吉 武清實先生
東北大学

高等教育開発推進センター教授 ・学生相談室副所長

日時:2011年2月25日(金)11時00分 ～12時30分

会場:3キ ャンパスをテ レビ会議システムで繋ぎます。

以下の会場のうち、お近くのところでご参加下さい。

土樋キ ャンパス8号 館3階 第3会 議室(メ イン会場)

泉キ ャンパス1号 館4階 大会議室

多賀城キ ャンパス1号 館3階 第2会 議室

、

大学における学生の多様化を背景として、学生支援の問題は、私ども大学の教職員にと

って重要な課題となっています。

カウンセリング ・センターでは、ここ数年、学内のすべての教職員の皆様を対象として、

学生支援に関わる問題について学外の講師から学ぶ機会を設けて参りました。

過去2回 は、様々な問題を抱える学生をどのように理解し支援するかという内容でした。

今年度は、それらの基礎知識の上に、学生支援において特に重要なカギの一つと考えられ

る、学内の連携のあり方をテーマとする講演会を企画しました。

講師の吉武先生は、臨床心理学をご専門とし、東北大学において長く学生相談に関わっ

てこられました。現在は日本学生相談学会理事長として、日本における大学学生相談の牽

引役のお一人です。当日は、先生の豊富なご経験をもとに、学内関連窓口の連携について

お話いただくことで、今後の本学の学生支援に生かすヒントが得られればと思います。

学内の多数の教職員の皆様のご参加をお待ちいたします。

問い合わせ:東 北学院大 学カ ウンセ リング ・センター

土樋キャンパスTel.264-6410(内6410)

泉キ ャンパスTel.375-1186(内 …)

多賀城キ ャンパスTel.368-1326(内207)
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東 日本大震災後のカウンセ リング ・センターの活動について

東北学院大学教養学部教授(カ ウンセ リング ・セ ンター所長)堀 毛 裕 子

東 日本大震災か らま もな く 一年 を迎 えよ うとしてい る。 しか しなが ら、原発事故 の影響 や 自治体 の復

興計画策定の難 しさな ど もあ って、被災地 の本格 的な復興 までの道 の りはまだ遠 い といえよ う。本稿 で

は、本学 カウ ンセ リング ・セ ンターにおけ る震災後 の活動 を報告 し、今後 の課題 を検討す る。 ここに示

す報告 は、厳密にいえば、2010年 度 の3月 中の活動 と、2011年 度 当初か ら2012年2月 までの活動 とを含

む ものであ る。

本学 カウンセ リング ・セ ンターの震災対応 としての活動 は、大 き く分 けれ ば、初期対応、通常 のカウ

ンセ リング業務 をいち早 く始 めた こと、震災後 ス トレスに対す る学生への心理教育、震災後 ス トレスと

学生対応 にかかわ る教職員 への情報提供 と心理教育、の4項 目にまとめることがで きよ う。以下 では、

それぞれについて時系列 も踏 まえなが ら概要 を報告す る。

なお本稿は、2011年11月 発行の 日本私立大学連盟 『大学 時報 』第341巻(p.66-69)に 掲載 した依頼原

稿 「震災後の学生相談の現状-東 北学 院大 学 カウ ンセ リング ・セ ンターの活動-」 をベー スに、2011年10

月以降の活動 を含 めて若干 の加筆訂正を行 い、 さ らに各種参考資料を添付 した もので ある。

1震 災後 の初期対応:セ ンターの開室体制の整備 と緊急支援

本学 カウ ンセ リング ・セ ンターでは、年2回 、面談を担 当す る兼 任カ ウンセ ラー(各 学部教員)・ 専

任カ ウンセラー(嘱 託臨床心理士)・ 各キ ャンパ スのセ ンター受付職員 ・嘱託精神 科医が一堂 に会 して

研修 を行 う、所員研究協議会を開催 してい る。2010年 度2回 目の協議会 は2011年3月9日13時 か ら開催

されたが、 当 日昼 ごろにかな り強い地 震が発生 し、 会場 とな る会議 室のある ビル28階 に向か うためのエ

レベーターが点検の ため に しば ら く停止 され るほ どであ った。 そのため、 これで宮城県 沖地 震のエネル

ギーが少 しは放 出されたかな どと話 し、少 し安心 していたその2日 後 に、東 日本大震災 が発生 した。

カウ ンセ リング ・セ ンターは、本学3キ ャンパスすべてに設置 され、通常 は月 曜か ら金 曜の週5日 、

9時 か ら17時 まで開室 してい る。3月11日 の東 日本大震災 の発生 当時、筆者 は土樋 キ ャンパ スで教授会

に出席 して いた。 当 日、た またま土樋 キ ャンパ ス ・セ ンターは閉室 であ ったが、泉 キ ャンパ ス と多賀城

キ ャンパ スの被災状況が不明であ り、 スタ ッフの携帯電話 に連絡 を取 り続 けた。 しか し電話 は不通 のま

まやがて携帯の充電切れ とな り、公衆電話 も使 えず ライフライ ンはすべ て絶 たれ る中で、外部 との連絡

が取れな い状態が続いた。

週明 けの3月14日(月)、 土樋 キ ャンパ スのあ る地 域で は電気 ・水道 が早 くも復 旧 してお り、 カウ ン

セ リング ・セ ンター も多少 の被害 はある ものの電話 やイ ンターネ ッ トも使用可能で開室 には支障が ない

ことか ら、当面は土樋 キ ャンパスのセ ンターを中心 に学生支援 を行 って い くことと した。 セ ンターは3

階 に位 置す るが、 この建物 の4階 以上 は被害 が大 き く立 ち入 り禁止 とな った。余震 の続 く中、上階 か ら

発生 す る土 埃に まみれた階段 には、 セ ンターのあるフロアか ら先 に立 ち入 り禁止の ロープが張 られ、 そ

の ような状 況での職 員やカ ウンセラーな どお もに女性 スタ ッフによるセ ンター開室 は、各 自の 日常生活

の安定 も定 まらない中でま さに 「非 日常」 の経験 であ った。
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土樋 セ ンターをベ ースと して、 まず は出勤可 能な職員 が中心 とな り、 スタ ッフ(受 付職員 ・専任 カウ

ンセラー ・教員 の兼任 カウ ンセ ラー)の 安否確認 を行 った。公共交通機関の運行 は限 られてお り、 自家

用車用 のガ ソリンもほとん ど入手で きない状況 が続 いている中、 自宅の被災や交通手段の状 況な どに応

じて出勤可能 なスタ ッフのみ による学生 対応 を検討 し、 できる範囲での開室体制を組み、以後 は、1週

間単位 で担 当者 や開室時間等を決定 して、 それ らをホームペ ージ上 に も掲載 してい った。 また、す でに

3キ ャンパ スの各 セ ンターに面接予約の入 っていた利用者にできる限 り連絡を取 り、状況把握 や面接キ ャ

ンセルの確認 を行 った。泉 ・多賀城 キ ャンパ スのセ ンターは立 ち入 り禁止 の状 態が続 いていたため、 そ

れ らのセ ンターに予約簿や相談記録 がある利用者の確認 につ いては、 担当者 のメモや記憶等 に頼 るほか

はなか った。

また、3月14日 には、大学 内に避難 している学生 たちを対象 とす る緊急支援 を行 った。11日 の震災発

生後か ら自宅 に戻れない多数 の学生 たちが土樋キ ャンパ スを避難所 としていたが、特 に家族 と連絡が取

れな い学生 た ちは津 波被害 の地域 に自宅が あ り憂慮 され ると して、大学 の震災緊急対策本部の指示 を受

け、 これ らの学生 たちのメ ンタルヘル スについてセ ンター としての対応 を行 うこ ととな った。 これ まで

に も、 セ ンターは必要 に応 じて事件 ・事故後のポス トベ ンシ ョンを行 って いるが、今回 も同様の方法、

すなわち集 団を対象 として、で きごとへの対処 に関す るチラ シ配布 ・説明 と希望者の面接、 という枠 組

みで介 入を行 った。震災体験 にか かわ るメ ンタルヘル スについてのA4版 片面1枚 の チラ シ(添 付資料

1)を 作成 し、 それ を もとに3月14日 夜に学生 たちへ の簡単 な説明を行い、翌 日以降はセ ンターを開室

して希望者の面談を受 けることと した。

その後セ ンター には、 この説 明を受 けた学生か らの面談希望や、 これまで面接 を継続 していた学生 た

ちか らの電話相談 な どが少 しずつ入 って くるよ うになって いった。

なお、 この間、大学 の緊急対策本部 の会議 にはセ ンター所長 もでき る限 り参加 して、大学全体 の情報

収集 に努 め、 また随時、教職員 のメ ンタルヘル ス維持上 の留意 点な どについて も発言 した。

2震 災後早 い時期か らの相談体制の確立

上記 の通 り、3月11日 の震災発生後、その週末 を挟 んで月 曜の3月14日 か ら、土樋 キャ ンパスのみ と

はいえ、 セ ンター を開室 して相 談 に応 じる体制 を組 む ことができた。その後、各キ ャンパスの復旧程度

に応 じて、順次セ ンターの開室状態 を整 えてい った。 それ ぞれの キャ ンパ スの被害状 況、 および大学 の

方針 と して3月 中は嘱託職員 が 自宅待機 とな った ことによ り、受付担当者 が嘱託職員 であ った泉 キ ャン

パ スと多賀城 キ ャンパスにおいては、再 開は4月 にな らざるを得なか った。多賀城 キ ャンパ スでは近隣

まで津波の浸水 があ り、 キ ャンパ ス内礼拝堂 は地域住民の避難所 とな って、 しば らくの間 は本学職員が

避難者 の支援 に もあたるよ うな状況 にあった。 また泉キ ャンパスでは、上下水道が被災 して いたため、

修復 を終 えて大学 の新学期が始 まる連休明 けの5月9日 まで、 スタ ッフは飲料水を持参 し、仮設 トイ レ

を使用 しなが らの勤務 となった。

この間のセ ンターの利用者数は当然の ことなが ら多 くはなか ったが、来談者の相談 内容 はそれぞれに

切実 な ものであった。14日 の緊急支援 における説 明を聞 いた避難学生 た ちが少 しずつセ ンターに来談 し

たが、 ま った く家族の安否や地元 の情報 が取 れない不安 に、 カウンセ ラーは傾聴 する ことで寄 り添 う し

かなか った。 また、 これ まで面接 を継続 している学生た ちが、大学 やセ ンターの状況 を心配 して連絡 し

て きた り、あ るいは震災 による自分 の心の揺れを電話で もよいか ら話 したいと面談を希望 してきた り、
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ということもあ った。

震災後の メ ンタルヘルスのためには、 自分 の反応が正常 な心 の動 きで あることを知 った上 で、 できる

だけ通常の生活を取 り戻 す ことが有効 とされる。 したが って、 さまざまな状況が整 わな い中であ って も、

可能 な限 り早期 か ら、 「セ ンター(学 生相談所)は 変わ らず ここにあ る」 とい うこ とを示 す ことが、学

生 たちが 日常性 を取 り戻すための一つ のよ りどころ として の機能 を果 たす ことになる と考 える。 その意

味で、通常の開室 とはか け離 れた、状況 の許す範 囲での限定的 な開室で はあ ったが、学生 がセ ンターを

利用で きる体制をい ち早 く作れた ことにはそれな りの意義 があ った と思 われ る。

折か ら、 当セ ンターでは2010年 度 まで2名 であ った専任 カウ ンセラー(週4日 勤務 ・嘱託臨床心理士)

が2011年 度か ら2名 増員 され ることにな ってお り、震災発生 当初 は、4月 か ら新任 カ ウンセ ラーの赴任

が可能か どうか さえ懸念 された。 しか しなが ら、 ライフライ ンの復 旧が早か った土樋 キ ャンパスを拠点

として、予定通 り2011年4月1日 か ら新 たな2名 を加 えて4名 の専任 カウ ンセラーが勤務 す ることとな

り、混乱 のさなか に臨床心理士のマ ンパ ワーが倍増 した ことは、震災後 のメ ンタルヘルスケアにかかわ

る活動 に大 きな力 とな った。

3震 災後 のス トレスに関す る学生対 象の情報 提供 と心理教育

この大震災 に対 し、学生た ちはさまざまな心 身の反応 を経験 す ることが予想 され、それ につ いての知

識 と心理教育 が必要 と考 え られた。そのためセ ンターでは本学学生 全体 への情報提 供 と心理教育を 目的

と して、震災時 のメ ンタルヘル スについて、震災1週 間後の3月18日 付で大学 ホー ムペー ジに掲載 して

い る(添 付資料2)。

また、法人広報部 の依頼 によ り、 広報紙 『東北学 院時報 ・第702号 』(4月15日 付発行)に 、 「つ らい

体験を乗 り越 えるために 一災害 時の心 の健康 につ いて 一」 を筆者が執筆掲載 した(添 付資料3)。 この

広報紙 は学校法人東北学 院全体 の卒業生 を対象 とした もので あ り、大学生のみな らず社会人の幅広い年

齢層が読者 と して想定 されたため、小 さな子 どもを持つ親 に も役立つ 内容 とな ることを意識 して、子 ど

もへの ケア も含めた災害 時のメ ンタルヘ ルスにかかわる情報提供 ・心理教育 を内容 と した。 さ らに4月

21日 には、震災後 に発足 した本学災害 ボラ ンテ ィア ・ステー シ ョンの依頼 によ り、石巻等 の被災地 に支

援 に入 る本学学生 を対象 と し、災害時 ボラ ンテ ィアにおけるメ ンタルヘル スの基礎知識 について、 「災

害支援 とメ ンタルヘル ス」 と題す る講演 を行 った。

さ らにセ ンターが在学生 を対象 に年2回 発行 す る 「カ ウンセ リング ・セ ンターだよ り」 については、

7月15日 付発行分 を震災の影響 に関す る特集 と し、見開 きペー ジで メンタルヘルスに関す る内容を掲載

し、 さらに裏表紙 では、震災緊急給付奨 学金や授業料 減免措 置な ど、被災学生 を対象 と した大学の経済

的支援 の し くみ も簡単 に紹介 した。

(2012年 年 明け以後 には、震災後一年の メ ンタルヘル スにかかわ る資料3種 を作 成 ・配布 して いるが、

これは教職員対象 の資料 と同一 となるため、次項で紹介す る。)

4震 災後の学生支援 に関する教職員を対象 とした情報提供 と心理教育

東 日本大震災においては、数名の本学学生が津波の犠牲となり、また家族 ・親族の被災や自宅の流出 ・

損害などを経験 した学生は相当な数に上 った。そのため、表面は何事 もなかったように新学期から登校

を開始 した学生たちもさまざまな心理的影響を受けていることが予想 され、授業を含あた学生対応にお
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いて教職員が震災の体験 を どのよ うに扱 った らよいのか、震災の メンタルヘルスへの影響 は どのよ うな

ものが あるのか、な どについて知 ってお くことが必要 と思われた。

そのため、震災後の心理状態 な どに関す る内容 に加えて、そのよ うな学生 に どのよ うに対応 した らよ

いか につ いて も簡単 に記載 したA4版1枚 両面 印刷 の資料 を作 成 し、学部長会 の了承 と協力 の もと、 全

教員を対象 とす る ミニ研修 を行 った。具体的 には、6月 中旬に行 われた本学6学 部すべての教授会 にお

いて、専任 カウ ンセ ラー(臨 床心 理士)が 手分 けを して、 「震 災 ス トレスに関す る学生へ の対応 の ポイ

ン トー震災後3ヵ 月 の時点で起 こりうること一」 と題 した資料(添 付資料4)に 基 づき、10分 ほ どの簡単

な説 明を行 った。 これは、教員が学生 に接す る際の参考 に資す ると ともに、教員 自身 にとって も、震災

の影響 か ら心身 の健康 を守 るための知識の一部 となれば、 とい う二次的な 目的 も持 っていた。

同様 に、全職員 に対す る研修 も必要 と考 え、別の枠組 みの中で8月 中旬に実施 す る機 会 を得 た。「震

災 ス トレスに関す る学生 への対応 のポイ ン ト-震災後5ヵ 月以降 に配慮 をお願 い したい こと-」 と題す る

カラー印刷 の資料(添 付資料5)を もとに、震災 の心身へ の影響やス トレス ・マネ ジメ ン トにつ いて触

れ、学生支援の際 に留意す る点 な どについて も情報提供を行 った。

さ らに年 明けには、震災後一年 を迎 えてアニバーサ リー反応 な どが生 じて くることも予想 されたため、

それ らの知識を含めた震災後一年 の時期 に関す る留意点な どを 「震災 か ら約1年 今、気をつ けたいこ

と」 と題す る同様 のカ ラー印刷 の資料(添 付資料6)に まとめて、全教職員 と在学生 に配布 した。 しか

しA4サ イズ1枚 両面 という紙幅 に収 め られる内容 は限 られてい るため、 リラクセー シ ョン法 な どを含

めた よ り詳細な 内容 の 「完全版」 をA4サ イズ両面 印刷2枚 分 のボ リュー ムで作成 し、大学HPに 掲載

す ると同時 に少数部 をカラー コピー して各キ ャ ンパ スのセ ンター受付 に備 えつ けた(添 付資料7)。 ま

た、 ほぼ同様 の内容 なが ら新入生用 に一部文言 を修正 した もの(添 付資料8)を 、平成24年 度入学者 に

大学 か ら発送す る入学時資料 に同封 して配布 している。

これ ら複数 の配布資料の うち、震災後5カ 月時点 および震災後1年 時点での資料 については、大学 の

震災対応 の補正予算を得て、手元 に置 いて繰 り返 し参照す ることがで きるよ うな少 し厚手 の用紙 を用 い

て印刷業者 によるカラー印刷 を行 うことができた。

さ らに、 これ らの資料作成 に際 しては、第2項 に示 した通 り、今年度 か ら4名 とな った専任 カウ ンセ

ラーがその役割を担 った。臨床心理士 としての専門的知識 に基 づき、勤務 日も担 当キ ャンパ ス も異な る

中でお もにメールによ るや り取 りを通 して アイデ ィアや意見 を交換 し合 い、意欲的 に各時期 に適 した資

料の作成 を行 った。 このような、時期 に応 じた きめ細 かな対応 は、4名 の臨床心理士の活動 によっては

じめて可能 とな った もので あ り、2011年 度 か らのスタ ッフの増員 は本学 にとって まことに幸いな ことで

あ った。

5ま とめ

以上、本学 カウ ンセ リング ・セ ンターの震災後 の活動 について、簡単 に振 り返 った。

震災後の今年度来談数(実 数 ・延べ件数)を 見 ると、昨年度 に比べ、特 に延べ件数 の増加が著 しい。

しか しこれ は、当セ ンターで今年度か ら週4日 勤務の専 任 カウンセ ラー(臨 床心理士)が2名 か ら4名

へ増員 された ことで相談 の受 け皿が広が り、 また発達 障害 圏の学生 の相談が増加 して継続的な支援 が増

えたため、 と考 える ことが適切 と思われ る。 したが って、震災 の影響 は、来談者数の上 では明確で はな

い。 とはいえ、個 々の面談 内容 を見 ると、悲惨 な被災体験 その ものを主訴 と して来談す る学生 もいれば
、
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継続 的に来談 して いる学生の面接において震災 の体験 が さま ざまに語 られる こともあ り、震 災の影 響 に

ついては、 やは り今後 も長 く意識 しなが ら面談 に応 じてい く必要 があ ると考 え られ る。

また、今 回のよ うな大規模災害では、 スタ ッフ自身 も当事者 ・被災 者 とな ることが避 け られな い。先

に述 べた とお り、大学や カウ ンセ リング ・セ ンターがい ち早 く 「通常 」のあ りよ うを取 り戻す ことは、

学生 たちの心理的安寧 のために極めて有効 と思 われ るが、 同時に スタッフ自身 が被 災 して いる中で は、

あ くまで可能 なスタ ッフが無理のな い範囲でそれを行 うことが肝要 と思われ る。

これに関連 して、 スタ ッフ間の連絡網の確認な どは日頃か ら行 ってお り、他 方、今回の ような場合 に

は通信網 が一時 的に使 えない事態の発生 も避 けが たいことで はあ るが、連絡網 の充実 や連絡方法 の確認

等を絶えず行 ってい くことは今後 とも必要で ある。 また、各種記録の保管等 はプライバ シー保護 の観点

か ら厳重に行 ってい るが、今 回の場合、震災 の影響で キ ャンパ スによって はその資料 にア クセスできな

いため に、第1項 に示 した ように利用者へ の連絡等 に若干 の不便 をきたす ことが あ った。 プライバ シー

保護 という絶対 的で根本 的な原則 と、緊急時 における連絡 ・対応 のための3キ ャンパ ス間での情報共有

の必要性 との兼ね合いを考 え ることが、今後 の重要 な課題 の一つ と思 われ る。 さ らに、授 業一般 と共通

す ることではあるが、面談 中に地震等が発生 した場合の学生 の安全確保やその後 の対応 な どにつ いて も、

あ らたあて検討 ・確認が必要であ る。

教職員 に対す る情報提供や心理 教育 とい う点について見 ると、 カ ウンセ リング ・セ ンターがすべての

学部教授会 を利用 して情報発信を行 う機会や、職員全体 に対 して情報伝達 を行 う機会は、従来 にはなか っ

たよ うに思 われる。学生 に対 して も、年2回 の定期的な刊行物以 外に、今 回の ように震災後の各時期 に

特 化 した資料配布 を複数回行 うことは、 は じめての対応 であ った。 このよ うに、 未曽有 と言われ た震災

に対 して、 これまでにない活動 を展開で きた ことは、セ ンター活動の範囲 について新た な可能性 を示唆

す るもの といえよ う。 もとよ り、本学 カウ ンセ リング ・セ ンターの スタ ンスは、大学 における学生支援

の 「よろず相談」 であ り、特 にメ ンタルヘル スのみ に特化 した もので はな い。今回の経験 を通 して、災

害時の対応や メンタルヘルスに限 らず、今後、 セ ンターが学生支援 を行 って い く際 に必要 に応 じて活動

を拡 げてい くための、 全学 的な システムや方法へ の手がか りが得 られ たと考え る。

また今回の配布 資料 の印刷 のよ うに、新 たな補正予算 の措置 を設 けることは、大学 として例外 的な措

置 であった。予算措置であれ資料配布 ・情報発信等 の機会 であれ、 このよ うな全学 的な、 また システ ム

としての活動が、や は り大 きな意 味を持つ と思 われる。一部局 だけの限局 的な動 きでは、今 回の震災の

よ うな問題 に対す る対応 と しては十分 ではない。災害 時におけ る大学学生相談 の役割 を考 え る際、通常

の個別面談 をきちん と行 ってい くことと同時に、大学 として、 その構成員 であ る教職員 自身の メ ンタル

ヘルスに も配慮 しなが ら学生を守 ってい くたあには、 全学 的な姿勢 や システムの構 築 こそが重要で ある

と考 える。 そのためには、 セ ンターが学生 相談 の担当部 門 と して大学全体 の中で しっか りと認識 され位

置 づけ られるよ う、 日頃か ら学 内での発信や交流を活発 に行 って い くことが基本であ ることをあ らため

て感 じている。
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添付資料1 学生のみなさんへ

このたびの地震 とそれに伴 う災害は、甚大な被害をもた らしました。皆 さん ご自身やご家族も被災なさって大変な

状況と思います。さまざまに気持ちが揺れ動き、ぼう然となったり纏 的な気持ちになった り、躰 の調子が悪くな

った りと、心や身体にさまざまな変化が起 きているかもしれません。

このような変化は、私たちがショックな出来事を経験 したときの ごく当たり前の反応です。この変化をうまく乗 り

越えるために知 っておいて頂きたいいくつかの事柄について、カウンセ リング ・センターよ りお知 らせ します。

1.躰 や心に砒 る変化

大きな被害を受けたり身近な人の死を知らされたりした後、私たちにはいろいろな身体や心の変化が現れ

ることがあります。これらの多くは一時的なものであり、時間がたつと自然に落ち着いていきます。

眠れない、すぐに目が覚める

恐ろしい夢を見る

落ちつきがない

悲しくてたまらない

激しい怒りにかられる

誰にも会いたくない

何にも興味がわかない

ひとりでいるのが怖い

心臓が ドキドキする

息苦しい

漠然とした身体の不調が続く

やる気がおきない ・無感動

周囲にべ一ルがかかったように感じる

注意が集中できない.

自分を責める

ひどくビクビクする

このままいつまでも立ち直れないような気がする

2.で きるだ け気 をつけた方が よい こと

・日常生活の リズムをできるだけ守るように心がけましょう
。身体を休め、栄養を取ることを心がけましょう。

・話 したい気持ちになったときには、遠慮せずまわ りの人と話をしま しょう。

3.専 門家の助けが必要なとき

上記のような苦痛がとても強いときや、長 く続 く場合には、専門家に相談することをお勧め します。一人で悩

まないで、まずはカウンセリング ・センターに連絡をして下 さい。

また周囲の人に同 じような症状があることに気づいたら、相談に行 くよう助言 して ください。

連絡先;東 北学院 大学 カウンセ リング ・センター

TeI.264410(9:00-17:00)

土樋キャンパス(8号 館3階)
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学生のみなさんへ

東北学院大学カウンセ リング ・センター

このたびの地震 とそれに伴 う災害は、甚大な被害をもたらしま した。皆さんご自身やご家族も被災

なさって大変な状況 と思います。このような大きな災害の後には心や身体にさまざまな変化が起こり

ます。

これ らの変化は日常と大き く異なる大変な出来事に対する、ごく自然な反応です。ほとんどの変化

は時間が経つとともに自然に回復 していきます。

〈心に現れる変化〉

やる気がおきない 話 した くない

考えたくない ひとごとのように感 じる

怒 りを感 じる イライラする

集中できない 落ち着かない

怖い 悲しい 寂 しい

自分を責める 自分が無力に感 じる

将来に希望がもてずに不安になる など

〈身体に現れる変化〉

疲れがとれない 怖い夢を見る

眠れない すぐに目が覚める

食欲不振 吐き気 下痢 便秘

動悸 ふるえ 発汗

頭痛 関節痛 筋肉痛 だるさ など

できるだけ心がけたいこと

・ なるべ く身体を休め、栄養をとることを心がけましょう

・ 日常生活の リズムをできるだけ守るように意識 してみましょう

・ 普段より不注意になりやすいので、事故や怪我に気をつけま しょう

・ 話 したい気持ちになったときには、遠慮せずにまわ りの人と話をしましょう。体験や気持ちを

ことばにすることで、落ち着 けることがあります

、繰
あま りに苦痛が強いときや長引 くとき

専門家に相談することをお勧め します。

まわ りの人に同じような状態が見られることに気づいたら、相談に行 くよう助言 して ください。

相談はどこへ?

・今住んでいる場所(県 ・市など)に ある精神保健福祉センター

・精神科のク リニック ・病院

・本学カウンセ リング ・センター

キャンパスの被災状況やスタッフの関係か ら、当面は以下のように土樋キャンパスのみ開室

します(泉 キャンパスと多賀城キャンパスは閉鎖)。

開室日程と時間をよ くご確認のうえ、直接または電話 ・ファクスでご連絡 ください。

東北学院大学 カウ ンセ リング ・セ ンター

場所;土 樋 キ ャンパス(8号 館3階)電 話022-264-6410FAXO22-264-6511

開室 日程;当 分の間、 月 ・木 ・金10:00-15:00(3/21は 休 日のた め閉室)
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添付資料3
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添付資料4

震災ストレスに関する学生への対応のポイント
<震 災後3ヶ 月の時点で起こりうること>
2011年6月 東 北学院大学カウンセリング・センター

東日本大震災から3ヵ月が過ぎましたが、震災が及ぼす影響には個人差が大きいものです。震災スト
レスの基本的知識やこの時期に留意すべきことについて、簡単にまとめました。授業などで学生さんと

かかわる際のご参考になれば幸いです。

震災後に生じる心身反応の経過

身 体 面 の 反 応

疲労感、頭痛、腰痛、腹痛、下痢、

肩こり、動悸、不眠、食欲低下 ・など

精 神 面 の 反 応

揺れや音に敏感になる、突然涙が出る、

イライラする、落ち着かない、不安、恐怖、

テンションが高くなる … など

行 動 面 の 反応

集中できない、忘れっぽい、ミスが増える

話がまとまらない、口数が減る … など

・A鰍=急 性ストレス反応

衝撃的な出来事が起こった後 には、誰にでも心身や行動面 に、多少の変化 は起こります。

これは、異 常事態 における"正当な反 応"です から 心配 はありません。

・ASD=急 性ストレス障害

心身 に強い反応や症状が出て、少し長 めに継続する場合 に診 断されます。

3ヶ月経過した現時点で症状が続 いている場合 は、下記 の「PTSD」の可能性があります。

・PTSD=外 傷後ストレス障害

1ヶ月以上 、心身の不調が続 く場合に診 断されます。数ヶ月経ってから、急 に発症する場合もあります。

3ヶ月経過した今も心身の不調が続く場合は、

PTSDの 可能性があります。

様子が心配な人が身近にいたら、まずは睡眠と食事の状態を 確認 してみてください。

以下の様子が見られたら、専門家による早めのケアが必要です。

まずは、カウンセリング・センターにご相談ください。

学生に限らず、ご自身や身近な教職員、ご家族の方にも、このような様子はありませんか…?

眠 れ ていない 寝つきが悪い/何 度も目が覚める/悪 夢を見る など

食 事 が とれ ていない … 食欲がない/何 を食べてもおいしくない/食 事量が減った など

感 情 の 起 伏 が 激 しい ・・突然泣く/妙 にテンションが高い/話 し声や笑い声が大きい など

不 安 感 ・恐 怖 感 が 強 い ・・怖がっている/不 安そうである/細 かく確認することが増えた など

いずれも、震災前 と比較 して 「新たに出てきた」「悪化した」という場合 が要注意です。
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少しずつ日常を取り戻し始めた学生が、新たな傷つき体験をしないためにも、

授業での情報の取り上げ方や、普段の関わりに、少しだけ配慮をお願いします。

"再 体 験"や"二 次 受 傷(代 理 受傷)"の リスクが あ ります
。

被 災状 況やその後の復興状況 、ショックの受 け方 には、個 人差があります。

震災の話題 に関しては、強いショックを受 けた人が"再 体験"を したり、元々感 受性の強い人が"二 次受傷

(代理受傷)"す るリスクがあります。特に、講義 の場面では、大勢の学生が一斉に同じ情報 に触れるため、

慎 重になる必要があると言えるでしょう。

認知度が高く、

周知の事実は、

リスクが低い

良かれと思って言ったことでも、傷ついてしまう場合があります。

震 災の話題 は、誰もが神経質 になりがちです。こちらが良かれと思って言ったことでも、逆 に傷っき体験 に

なってしまうこともあります。以下は、受止め方 にギャップが生じやすい発 言の一例です。

「思ったより元気そうだね」… 人前では元気 に取り繕っている場合もあります。

「もういい加減大 丈夫でしょ」…"孤 立無援"と感じるリスクがあります。現在の状態 に配慮を。

「こんなことになったのだから、将来 はきっといいことがあるよ」… そうとも限らないので、空手形 になる可能性も。

「なかったことと思ってやり直そう」「きっとそのうち忘れるよ」… なかったことにするのは不可能。忘れたくない思いも。

「自分なら、そういう状況は耐えられないな … 」… 自分よりさらに過酷な状況の人に対して罪悪感を感じている人も。

「泣かないで/ち ゃんと泣いた方がいいよ」… 泣くことが許される時間も大切。逆に、泣かないことで気持ちを保つ人も。

「まだ家族もいるし幸せな方だよ」「命があるからよかったと思って」… 他に喪失したと感じたものに対する配慮がない。

「あなたが元気にならないと、亡くなった人も浮かばれないよ」… 元気を失い悲 しみ に浸る時期があってもいい。

"高 リスク"の学生 は、継続的な見守りをお願いします。

「大きな災害被 害があった1、「震 災以前 に事件 ・事故 ・災害の大きな被害 にあっているi「 家族 に災害弱

者がいる(高齢者 、乳幼児 、傷病者等)」、「以前から精神的に不安定」という場合は、深刻なメンタルヘルス

不調に発展するリスクが高く、継続 的な見守 りが必要な学生です。長期的に様了を見守りましょう。

学生から相談を受けたら、ニーズやペースに合わせて、話を聴いてください。

何を言ったらいいかわからない時は、励まそうとしたり、無理に言葉を引き出そうとするよりは、

そばにいて、ただ聴くだけでも安心感を与えることができます。

それだけで、十分効果があります。

震災の話題や、健康面のリスクについて、あまり神経質になりすぎる必要はありません。

これまでと同様に、相手への配慮を忘れず、あたたかく接することが大切と言えるでしょう。

もし、授業中に強い反応を示す学生がいたら、個別の声がけをし、一旦退室させてクールダウン

させたり、カウンセリング・センターを紹介などの対応をお願いします。

19



添付資料5

震災ストレスに関する学生への対応のポイント
<震 災後5ヶ 月以降に配慮をお願いしたいこと>

2011年8月 東北学院 大学カウンセリング ・センター

東日本大震災から5ヵ月近く経ちますが、震災が及ぼす影響には個人差が大きいものです。

震災ストレスの基本的知識やこの時期に留意すべきことについて、簡単にまとめました。職員

の皆様が、窓ロなどで学生さんとかかわる際のご参考になれば幸いです。

機子が心配な学生 には、「眠れてる?」 「ごはん食べ られてる?」の

二点を確認してみてください。

不眠や食欲不振が長引くと、体力や精神力の消耗から、あらゆる面に問題が波及することが懸念

されるため、特に注意が必要です。

下記の①②の様子がある場合には、まずは保健室やカウンセリング・センターの利用を促して

いただけたらと思います。

① 眠れていない 寝つきが悪い/何 度も目が覚める/悪 夢を見る など

② 食 事 が とれ ていない … 食欲がない/何 を食べてもおL・しくない/食 事量が減った など

③ 感情 の起 伏 が 激 しい ・・突然泣く/妙 にテンションが高し・/話し声や笑い声が大きい など

④ 不 安 感 ・恐 怖 感 が 強 い ・・怖がっている/不 安そうである/妙 に細かく確認する など

いずれも、震災前 と比較して 「新たに出てきた」「悪化した」という場合が要注意です。

震災後に生じる心身反応の経過
身 体 面 の 反応

疲労感、頭痛、腰痛、腹痛、下痢、

肩こり、動悸、不眠、食欲低下 … など

精 神 面 の 反 応

揺れや音に敏感になる、突然涙が出る、

イライラする、落ち着かない、不安、恐怖、

Tン ションが高くなる … など

行 動 面 の 反 応

集申できない、忘れっぽい、ミスが増える

話がまとまらない、口数が減る … など

・SR=ス トレス反 応

衝撃的な出来事が起こった後には、誰にでも心身や行動面に、多少の変化は起こります。

これは、異常事態における"正常の反応"ですから、心配はありません。

・ASD=急 性ストレス障害

心身 に強い反応や 症状が出て、少し長めに継 続する場合 に診断されます。

3ヶ月経過 した現 時点で症状が続いている場 合は、下記 の 「PTSD」の可能性があります。

・PTSD=心 的外傷後ストレス障害

1ヶ月以上心身の不調 が続き、日常生活が困難 になっている場合 に診断されます。

数ヶ月経ってから、急 に発症する場合もあります。
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"高 リスク"の学生には
、継続的な見守りをお願いします。

現在も、『心身反応』の項 目で「非常に」や 「明らか に」に該 当するものが複数あったり、『被 災状況』の項

目に複数の 「はい」がある方は、深刻 なメンタルヘルス不調 に発展するリスクが高い方と言 えます。

そうしたリスクのある学 生への対応 については、ぜひカウンセリング・センター にご相談ください。

学 生本 人へ の相談の促 しに限らず、まず は職 員の方からのご相談でも、もちろん結構です。

「非常に」「明らかに」

に、複数該 当

「はい」に、複数該 当

学生から震災関連の相談を受けたら、ニーズやペースに合わせて、話を聴いてください。

何を言ったらいいかわからない時は、励まそうとしたり、無理に言葉を引き出そうとするよりは、

相手のペースに合わせて、ただ聴くだけでも安心感を与えることができます。

自宅や家族 が無事でも、親戚や親 しい人が大きな被 害に遭っていたり、支援 活動に参加したり、原発 事故

など、収 束の 目処が立たない現状 が毎 日繰 り返し報道されることで、精神 的にダメージを受けている学生も

います。チェックリストで拾いきれない"見 えないリスグ'にも、注意を払って対応していただけたらと思います。

震 災の話題や健康リスクについて、あまり神経質 になりすぎる必要はありませんが、これ までと同様 に、相手
へ の配慮を忘れず、あたたかく接 することが大切と言えるでしょう。

◇ ◇受け止め方にギャップが生じやすい言葉かけの例 ◇ ◇

「もういい加 減 大 丈 夫 でしょ」…"孤 立無援'と感じてしまうかもしれません。現在の状態に配慮を。
「こん なことになった のだ か ら、将 来 はきっといい ことが あるよ」… そうとも限らないので、空手形になる可能性も。
「泣 かな いで/ち ゃん と泣 いた方 が い いよ」… 泣くことが許される時間も大切。逆に、泣かないことで気持ちを保つ人も。
「まだ家 族 もい るし、幸 せ な方 だよ」「命 が あ るか ら良 か った と思 って 」 … 喪失したと感じるものに対する配慮が必要

。「
な かった ことと思 ってや り直 そう」「きっとその うち 忘れ るよ」… なかったことにするのは不可能。忘れたくない思いも。
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添付資料6 震災から約一 年 今、気をつけたいこと
東北学院大学 カウンセリング・センター

東 日本大震 災か ら一年が経ちます 。この時期 に、心身の健康を守るために学 生の皆さんに知って

おいて頂きたいことをまとめてみました。ご参 考になれば幸いです。

教職 員の方 々には、学生さんの支援のほか 、ご自身のためにもご利用いただけるものと思います。

HPや センター窓 口での配布資料 には、リラックス法なども含めたさらに詳しい内容が掲載され てい

ます。どうぞそちらもあわせてご覧ください。

震災後のこころの回復経過について

目に見える復興状況にも差が出てきましたが、こころの回復や震災に対する感じ方にも、

人によってずいぶん差が出てきました。

被災の程度が軽かった人でも、何となくぽっかりと心に穴があいたような感じがしたり、

平穏な生活をしていることに罪悪感がある、という人もいるかもしれまぜんね。

震災の数日後から1～2か 月程度は、 「みんなで一緒に頑張ろう!」 と一時的に気分が

高揚する、 『ハネムーン期』と呼ばれる時期がありました。

今はそこから数カ月ほど経って、疲労が蓄積し、現実的な壁にぶつかったりして、気分

も落ち込みがちになる 『疲弊期』の時期にあたります。

ここで無理をしすぎると、自然な回復が妨げられて、 『燃えつき』と呼ばれる状態に陥

ることもあります。

『燃えつき遍状態と進行のプロセス

勉強する、人と関わる、家事など身の回りのことをするなど、何をするにもエネルギー

が必要です。何かをするにつけ、少 しずつ使われ、徐々 に減 っていきます。

エネルギーが使い果たされ、空っぽになった状態が 『燃えつき』です。

『燃 えつき』状態 は、以下のよ うに徐々 に進行 してい きます。

『燃えつき』状態の進行のプロセス

①イライラする、不平不満が多くなる

②忙しそうにする、休みがちになる、怒りっぽくなる

③身体症状が出てくる

④サークルや部活動の退部 ・退学 ・進路変更を考える

⑤今まで以上に勉強や課外活動に励む、何かをせずにいられない、気分の落ち込み、

過剰なアルコ一ル摂取 ・喫煙

⑥何もする気にならない、体が言うことをきかない、体調不良で倒れる

上の表の中に、今のあなたに当てはまる状態はありませんか?

使って しまったエネルギーを補充するためには、自分で 『セルフケア』をすることが必要です。
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『燃えつき』状態予防のためのセルフケア
～自分にもやさしいひとときを～

"ケア"と 言
っても、何か特別なことをする必要はありません。自分にとって心地よい ・

楽しいと思えることをしたり、ほっとできる時間をもつことが、エネルギーの補充につな

がります。

何もする気にならない時は、とにかくゆっくりと休養に専念するのも有効です。

お酒やタバ コ、買い物、ギ ャンブルで ス トレスを発散する とい う人は.ほ どほ ど斉ll、.1がけ、

別の方法でもストレスを解消できるようにしておくことをお勧めします.

もし、 『燃えつき』状態かな?と 思ったら、すぐに身近な人にヘルプのサインを出して

ください。どうか 「もっと大変な人がいる」 「我慢すれば大丈夫」とは思わないでください。

誰に助けを求めればよいかわからない時は、どうぞカウンセリング ・センターに話しに

来てください。

『アニバーサリー(記念日）反応』について

大きな出来事があった後、関連する特定の日付をきっかけに、その当時のつらさ

や悲しさがよみがえったり、心身の不調が現れたりすることを 『アニバーサリー(記

念臼}反応』といいます。

これは誰にでも起こり得る一時的な反応で、ほとんどの場合は自然に軽快します。

震災関連の報道に触れることや、式典への参加がつらいと感じる時には、距離を

置くことも大切です。 「しっかりしなければ」など、焦る必要はありません。もう

少しゆっくりエネルギーを補充してみましょう。

また、少し気持ちを変えたいという人は、情報やイベントの機会などを活用する

のもひとつの方法です。

自分なりの感覚を大切に、それぞれのペースで過ごしていきましょう。

より詳しい情報 【完全版】は、HP(上 記URL)か 、各キャンパスのカウンセリング ・センター受付にチラシがあります。
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添付資料7 震災か ら約1年 今 、気をつけたいこと
東北学院大学 カウンセリング・センター

東 日本大震 災か ら一年が経ちます。この時期 に、心身の健 康を守るために学 生の皆さん に知ってお

いて頂きたいことをまとめてみました。ご参考になれ ば幸いです。

教職 員の方々には、学生さんの支援のほか、ご自身のためにもご利 用いただけるものと思います。
こちらの資料には、リラックス法なども含めて掲載 しました。どうぞご覧ください。

震災後のこころの回復経過について

目に見える復興状況にも差が出てきましたが、こころの回復や震災に対する感じ方にも大きく個

人差が出てきやすい頃です。

震災の数日後から1～2か 月程度は、 「みんなで一緒に頑張ろう!」 と一時的に気分が高揚する、

『ハネムーン期』と呼ばれる時期がありました。

そこから数カ月ほど経つと、疲労が蓄積し、現実的な壁にぶつかったりして、気分も落ち込みが

ちになります。今がちょうどその 『疲弊期』の時期にあたります。

ここで無理をしすぎると、自然な回復が妨げられて、 『燃えつき』と呼ばれる状態に陥ることも

あります。

『燃えつき』状態とは

勉強する、人 と関わる、家事など身の回 りのことをするなど、何 をするにもエ ネルギーが必要です。

例 えば、そのエネルギーが、タ ンクに入 っている 「水」だ と します。

何かをするにつけ、少 しずつ使われ、徐々に減 っていきます。

水が使い果たされ、タンクが空っぽになった状態が 『燃えつき』です。

能力や適応力などの 「高い/低 い」は関係ありまぜん。

誰でもフルパワーで何かをすれば、一気に大量の水を

使い果たすことになり、 『燃えつき』の状態になります。

さて、ここでこのタンクをよく見てください。

水の取り入れ口がありません。

使われる一方で、自然に補充されることはないのです。

どうやって補充すればいいでしょうか?

実は、補充するために自分で 『セルフケア』をすることが

必要なのです。
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『燃えつき』状態予防のためのセルフケア ～ 自分にもやさしいひとときを～

"ケ ア"と 言
って も、何か特別な ことをす る必要 はあ りません。自分にと って心地よい ・楽 しいと

思 えることを した り、 ほ っとで きる時 間をもつことが、エネルギーの補充につなが ります。

先ほどのタンクの例でいえば、一旦蛇口を閉めることでそれ以上の消耗を防げます。

何もする気にならない時は、とにかくゆっくりと休養に専念するのも有効です。

『燃えつき遍状態が進行するプロセス

『燃えつき』状態は、タンクの水が少しずつ減っていくように、徐々に進行していきます。

最終段階の一歩手前では、やる気を奮い立たせて活動的になる人もいます。その一方で、気分が落
ち込んだり、もしくはその気分を紛らわせるために、飲酒や喫煙量が増える、ということも起こりや

すくなります。

お酒やタバコ、買い物、

人は、ほどほど を心がけ、

ギ ャンブル(パ チンコ ・スロ ッ ト ・競馬な ど)でス トレスを発散 するという

別の方法でもストレスを解消できるようにしておくことをお勧めします。

『燃えつき』状態が進行するプロセス

①イライラする、不平不満が多くなる

②忙しそうにする、休みがちになる、怒りっぽくなる

③身体症状が出てくる 画休養したり、周りに援助を求めやすいタイミング!1

④サイクルや部活動の退部 ・退学 ・進路変更を考える

⑤今まで以上に勉強や課外活動に励む、何かをせずにいられない、気分の落ち込み、

過剰なアルコ一ル摂取 ・喫煙

⑥何もする気にならない、体が書うことをきかない、体調不良で倒れる

上の表の中に、今のあなたに当てはまる状態はありまぜんか?

もし、 『燃えつき』状態かな?と 思ったら、すぐに身近な人にヘルプのサインを出してください。

どうか 「もっと大変な人がいる」 「我慢すれば大丈夫」とは思わないでください。

誰に助けを求めればよいかわからない時は、どうぞカウンセリング ・センターに話しに来てください。
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『燃えつき』状態を予防する5つ のポイント

具合が悪いわけではないけれど、何だかいつもの自分と違う…

という違和感を 「気のせいだから」と見過ごさず、

早めの休養や気分転換など、セルフケアをしてエネルギーを補充しましょう。

いつも100点 満点の状態でなくともよいのです。
「まあまあよくやってるじゃない」と思える状態であれば
"まずはよし"と 考えてみましょう

。

例えば、も し 「今は30点 だ …」 と感 じて いる人は、

いきな り100点 を目指 すので はな く、
"まず35点 にす るには?"と

、少 しだ け良 い状態 をイメージ して、

少 しずつ コンデ ィシ ョンを整えていきま しょう。

余震や原発事故に関しては、様々な情報が飛び交っています。

混乱しそうなときは、 「私は○○が言ったから、それを信じます」

と言い換えてみて、自分が納得できる情報に基づいて考えましょう。

そうしてみて、何となくしっくりこなかったり、
「○○」に当てはまる部分が明確に言えないときには、

その情報を元にして考えるのを一旦ストップしましょう。

同じ物事に触れたとしても、感じ方は十人十色です。 驚

悲しみや怒りの感情は、特に表出しにくく、
一人で抱え込みがちになります。

安心して話せる人にきいてもらったり、紙に書き出すのも有効です。

不安や心配な事があると、体にも力が入りがちになります。

肩や首を回すなどの軽いストレッチや深呼吸で、

余計な力が抜け、リフレッシュすることができます。
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こころとからだに効くリラクセーション法

①気持ちゆったり呼吸法
不安や心配なことがあると、体が緊張して呼吸が浅くなりがちになります。

深呼吸をして、体に新鮮な空気を取り入れると、心身ともにリフレッシュできます。

図や方法は、倉成央(2011)『 震災の「心の傷みを癒す方法』を参考

② こころとからだをほぐすストレッチ

身体の余計な力を抜くには、一度緊張させて弛緩させることがポイントです。
このように、ス トレッチと呼吸法を合わせると、より効果が増します。

図や方法は、川崎・菊住2008中 央法規 『こころもからだもスッキリ!一 人でできる 介護のストレス解消法』を参考

『アニバーサリー(記念日)反応』について

大きな出来事があった後、関蓮する特定の臼付をきっかけに、その当時のつらさや悲しさが

よみがえったり、心身の不調が現れたりすることを『アニバーサリー(記 念日)反応』 といいます。

これは誰にでも起こり鰐る一時的な反癒で、ほとんどの場合は自然に軽快します。

震災関連の報道に触れることや、式典への参加がつらいと感じる時には、距離を置くことも大切

です。 「しっかりしなければ」と焦る必要はありません。もう少しゆっくりエネルギーを補充して

みましょう。また、少し気持ちを変えたいという人は、情報やイベントの機会などを活用するのも

ひとつの布法です。

自分なりの感覚を大切に、それぞれのペースで過ごしていきましょう。
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添付資料8 震災から約一 年 今、気をつけたいこと
東北学院大学 カウンセリング・センター

新入生の皆様 、ご入学おめでとうございます。

東 日本大震災から一年が経ちました。当センターでは震災直後から、在学生を対象に、震 災の心理

的影響などに関する情報をお伝えしてきました。このたびは新入生の皆様 に、心 身の健康を守るため

に知っておいて頂 きたいことをまとめてみました。ご参考 になれ ば幸 いです 。

HPや センター窓 ロでの配布資料 には、リラックス法なども含めたさらに詳 しい内容が掲載されてい

ます。どうぞそちらもあわせてご覧ください。

震災後のこころの回復経過について

目に見える復興状況にも差が出てきましたが、こころの回復や震災に対する感じ方にも、

人によってずいぶん差が出てきました。

被災の程度が軽かった人でも、何となくぽっかりと心に穴があいたような感じがしたり、

平穏な生活をしていることに罪悪感がある、という人もいるかもしれませんね。

震災の数日後から1～2か 月程度は、 「みんなで一緒に頑張ろう!」 と一時的に気分が

高揚する、 『ハネムーン期』と呼ばれる時期がありました。

今はそこから数カ月ほど経って、疲労が蓄積し、現実的な壁にぶつかったりして、気分

も落ち込みがちになる 『疲弊期』の時期にあたります。

ここで無理をしすぎると、自然な回復が妨げられて、 『燃えつき』と呼ばれる状態に陥

ることもあります。

『燃えつき』状態と進行のプロセス

勉強する、人と関わる、家事など身の回りのことをするなど、何をするにもエネルギー

が必要 です。何か をす るにつけ、少 しず つ使 われ、徐々 に減 って いきます。

エネルギーが使い果たされ、空っぽになった状態が 『燃えつき』です。

『燃えつき』状態は、以下のように徐 々に進 行 して いきます。

『燃えつき』状態の進行のプロセス

①イライラする、不平不満が多くなる

②忙しそうにずる、休みがちになる、怒りっぽくなる

③身体症状が出てくる

④サークルや部活動の退部 ・退学 ・進路変更を考える

⑤今まで以上に勉強や課外活動に励む、何かをせずにいられない、気分の落ち込み、

過剰なアル:〕一ル摂取 ・喫煙

⑥何もする気にならない、体が言うことをきかない、体調不良で倒れる

上の表の中に、今のあなたに当てはまる状態はありまぜんか?

使 ってしまったエネルギーを補充するためには、自分で 『セルフケア』をすることが必要です。

一28一



カ ウ ンセ リング ・セ ンター

活 動 報 告



『燃えつき』状態予防のためのセルフケア
～自分にもやさしいひとときを～

"ケア"と 言
っても、何か特別なことをする必要はありません。自分にとって心地よい ・

楽しいと思えることをしたり、ほっとできる時間をもつことが、エネルギーの補充につな

がります。

何もする気にならない時は、とにかくゆっくりと休養に専念するのも有効です。

このように、セルフケアの方法はたくさんあります。
一人でもできること、他の人と一緒に楽しめることなど、いろいろな方法でストレスを

解消できるようにしておくことをお勧めします。

もし、 『燃えつき』状態かな?と 思 ったら、すぐに身近な人にヘルプのサインを出して

ください。どうか 「もっと大変な人がいる」 「我慢すれば大丈夫」とは思わないでください。

誰に助けを求めればよいかわからない時は、どうぞカウンセリング ・センターに話しに

来てください。

『アニバー サリー(記念日)反応』について

大きな出来事があった後、関連する特定の日付をきっかけに、その当時のつらさ

や悲しさがよみがえったり、心身 の不調が現れたりすることを 『アニバーサリー(記
念日)反応』といいます。

これは誰にでも起こり得る一時的な 反応で、ほとんどの場合は自然に軽快します。

震災関連の報道に触れることや、式典への参加がつらいと感じる時には、距離を

置くことも大切です。 「しっかりしなければ」など、焦る必要はありません。もう

少しゆっくりエネルギーを補充してみましょう。

また、少し気持ちを変えたいという人は、情報やイベントの機会などを活用する

のもひとつの方法です。

自分なりの感覚を大切に、それぞれのペースで過ごしていきましょう。

より詳 しい情報 【完全版】は、HP(上 記URL)か 、各キャンパスのカウンセリング ・センター受付にチラシがあります。
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カ ウ ン セ リ ング ・セ ンタ ー便 り

第76号 ・第77号

(再 録)



1.学 会 ・研究会参加報告

(1)日 本学生相談 学会第28回 大会

会 場:岩 手大学

期 日:平 成22年5月8日(土)～5月10日(月)

出 席 者:森 谷 静/皆 川 美 雪

日本学生相談学会第28回 大会は岩手大学を会場に開催 された。初日はワークショップ、2日 目は研究

発表(全69発 表;事 例研究22実 践報告34調 査研究13)と 教育講演、3日 目には学会賞受賞記念講演

と大会 シンポジウムに参加 した。以下では研究発表 と大会 シンポジウムについて報告する。

1.研 究発表

今大会では留学生支援、デー トDVへ の危機介入、発達障害学生や長期引きこもり学生への支援をテー

マとした事例研究、及び、学生相談体制充実のための学生相談機関発展段階表の開発を目指 した調査研

究に参加 した。

1)留 学生への支援

留学生支援に関しては、突発的に精神的不調を呈 した留学生に対 して誰がどのように対応 し、 どう必

要部署 と連絡をとっていくのか、保護者への連絡はどうするかなどといった多 くの問題に対 して事前に

よく準備をしておく必要があることを痛感 した。また留学生の問題を単に異文化適応の問題として扱 う

だけでなく、留学という体験によって引き起 こされたアイデンティティ拡散を契機とする青年期課題へ

の取 り組みと捉える視点も併せ持つ必要があることも改あて考えさせられた。留学生もまたアイデンティ

ティの確立、保護者か らの自立、ライフスタイルや職業の選択 といった青年期課題へと向かう学生であ

る。ここに学生相談担当者が留学生の相談にあたる意義を見出す ことができる。

2)デ ー トDVへ の危機介入

デー トDVへ の危機介入では何 よ りもまず致死 の可能性 も含 めた危険性 を見極め るアセ スメン トが重

要 である ことを学んだ。そのアセ スメ ン トに基 づき学 内外 での安全 を確保す るため には、学内必要部署

との情報共有や保護者への連絡、警察への被害 届提 出の判断 な ど学 内対応 に留 ま らない社会的な対応 も

必要 とな って くる。 カウ ンセ リング ・セ ンター内のみな らず、大学全体 と しての危機 対応の仕組 みや体

制 につ いて事前 に整理 してお く必 要があ ると感 じた。

3)発 達障害学生への支援

発達 障害学生への支援 に関 しては、対人場面 で不適切 なふ るまいを して しまう学生 に対す るカウ ンセ

ラーか らの助言 の問題が扱われた。 学生の言動 が社会 的に許容 されやすい もの にな るよう助言 してい く

カ ウンセラー とそれ をなかなか聞 き入れず、実行 に移 せない学生。 そのや りと りの中で カウンセラーの

側 に生 まれて くる学生の手足を もいで くような感覚やイライラ感、徒労感な どが語 られた。カウンセラー

の側 に沸 き起 こる これ らの感覚はその学生 の周 囲の人 々 も日々感 じてい るであ ろう感覚 であ り、 その苦
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しい気持 ちを感 じつつ もなおその学生 に会 い続 ける必要性を理解 し、会い続 けることがで きる とい うと

ころにカウンセラー としての専 門性が あるの だろうとの指摘が印象 に残 った。発達障害 を抱 える学生 の

苦 しさをわか ろうとしなが らその苦 しさを共 に抱えつつ助言 を与え るとい うことに意義が あるのであ り、

理解 しようとい う姿勢 を忘 れずに対応す る ことが大切で あるこ とを学 んだ。

4)長 期引 きこも り学生 への支援

長期引き こもり学生への支援 の中では予防策 としての高校 との連携、早期対応 の重要性 が論 じられた。

2,000名 の学生 に3名 の常勤 カウ ンセ ラーが対応 して いる九州国際大学 では入学式後 のオ リエ ンテーシ ョ

ン期 間の欠席者情報が随時 カウ ンセ ラーに も届 くようにな ってい るため早 い段 階で欠席学生 もしくはそ

の保護者 と連絡 をとる努力がな されてい るとの ことであ った。最 近では不登校経 験の ある学生 も増 えて

お り、入学後 ま もな くのち ょっと した蹟 きで 「大学で もまた…」 という挫 折感を与えな いよ う留意 して

い くことが必要 である との指摘 もあ った。本学では長期欠席者への連絡 が6月 以降 に実施 されてい るが、

もう少 し早 い段階 での働 きかけにつ いて も考え る必要が あるのか もしれな い。

5)学 生相談体制充実 のたあの 「学生相談機関発展段階表」 の開発

学生相談 体制充実 のため の 「学生相談機 関発展段 階表」 の開発 に関す る発表 では実際 に作成 された

「学生相談機 関発展段 階表」 とその評定 の実 際例 とが提示 され た。 この表は 「組織 の位置づ け(学 生相

談機関の位置づけ、規定、予算措置)」 「役割、機能(学 生相談機関の役割、学生相談活動 ・業務 の種類)」

「利用者 への利便性 ・設備(学 生相談 の開設 日、学生相談機 関へのア クセ ス、利用 しやす さ、学生相 談

機 関の施設)」 「人的資源(カ ウンセ ラーの配置数、 カウンセ ラーの仕事量、 カ ウンセ ラーの常 勤性 ・専

任性 ・資格)」 「相談 の質 の維持 ・向上(倫 理、評価、研 修)」 の5つ の項 目に関 して それぞれ レベル0

か らレベル5ま でで評定す る もので ある。開発の主な 目的はすべての項 目で レベル5を 目指す ことで は

な く、組織 の現状 を把握 し、 その発展の イメー ジを描 きやす くす ることであ る。本学で も3キ ャンパ ス

にカウンセ リング ・セ ンター(分 室含む)が 設置 され、 これ まで大学教員で ある兼任 カウ ンセラーのみ

で構成 されてきた所員 に臨床心理士 の資格 を持 った専任 カウ ンセラーが加わ るな ど、 カウ ンセ リング ・

セ ンターの在 り方 も少 しずつ様変 わ りしてきている。今後 の発展 の方 向性 をスタ ッフ間で共有す るため

に も有用な表であ ると感 じた。

2.大 会 シ ンポジウム

「学生相談 の次の10年 を創 るために 一本学 会の取 り組 みの現状 と針路 一」 と題 された大会 シ ンポジウ

ムでは、最 近の大 きな取 り組 みである 「学生相談機 関に関す る全国調査実施」 「学生相談ハ ン ドブ ック

刊行」 「大学 カウ ンセラー資格制度改 訂」 が話題 として取 り上 げ られ、創立50周 年 を迎 えた本学会 の現

状 や考 えがイメー ジしやす い内容 とな って いた。質疑応答 の中で はこれか らの学会へ の期待 や要望、学

生相談 に携 わるスタ ッフの意識 などに関す る意見が さまざまな立場か ら熱 くや りとりされていた。

(専任 カウ ンセラー 森谷 静)
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桜が舞 い降 りる岩手 で開催 された第28回 日本学生相談学会に、参加す る機会 に恵 まれた。

初 日の ワー クシ ョップは、愛知学 院大学 の吉川吉美先生 に よる臨床動作法 に参加 した。 もともとは脳

性 マ ヒ児への肢体不 自由の動作改善 の心理学的 アプローチ と して確立 した動作訓練法 に端を発す る臨床

動作法で あるが、最近 では、一般社会人 の健康法や ス トレスマネー ジメ ン トとして適用 され る機会 が増

えているという。臨床動作法 の概要、実践方法お よびその技法 に焦点 を当て展開 した。 日常生 活の中で

も、 なにか問題を感 じると、 自然 に構え た り、踏ん張 った りと動作 で対応 して いる。今回 は、種々の動

作 を再現 し、 じっ くりと自分 自身 の内面 を味わ う中で、意識 的 ・無意識的 に動作で ス トレスに対応 し処

理 してい ることを改めて実感 した。 さらに、動作法 を続 けることによ り、心理的 にも生 き方 の自己処理、

自己選択、 自己管理、 自己改革、 自己治療の過程 と して とらえてい くこ とがで きる。 その際一人 ではな

か なか気づ くが難 しいため、動作 を取 り入れなが ら適 切な援助 を行 ってい く点が関わ り方 の一 つ として

非常 に興味深 く、今 後 さらに研修会等参加 して取れいれていきたいと感 じた。

研 究発表 では、主 に グループワークや予防 ・啓発 プログラムにつ いての報告を中心 に参加 した。他大

学の報告 を通 して、改 めて教育機関で ある大学 と しては当然 の ことではあるが、人 と して よりよ く生 き

る、 自尊心を持 って生活 していける人間づ くりのサポー トをす るとい う基本軸 を再確認 したように思 う。

大学全体 の啓蒙 において も、 また、 目の前の学生のサポー トをす る際 に も 「本当は どうす ることが本人

の成長 につなが るのか」 とい う視点 と、相談室の役割 ・立場 な どをきちん と踏 まえた関わ りの重要性 を

感 じた。時 と して、家族 や周囲 に流 されて対応す ると、懸命 にや った関わ りが結果的にサポー トしす ぎ

て本人ので きる力 を さえぎって しまう、依存 させて しま うことにな りかねな い。 そ うな らないよ うに自

ら気づ き考 えて解決 していけるような人間力の育成 が、大学 の学生相談室の活動の一 つ として大 きな役

目が あるように感 じた。 また、大学生の未熟化が話題 にな っているが、大学の相談室 といえ ども保護者

との関わ りが密 にな ってきた。 そ うしたなか中部大学の佐藤枝里先生の 「学生支援 としての保護者相談」

の報告は、 来談経緯 による保護者 との連携 とその留意点 が述べ られて いた。 親理解 を深め ることによ り

学生支援 の充実 をはかる視点 は、今後 さらに重要視 していきたい。

最 終 日の大会 シンポ ジウムは 「学生相談 の次 の10年 を創 るために一本学会 の取 り組 みの現状 と針路一」

と題 し、社会 の変化 に応 じて学生 相談 は どう変化 してい くのか、その 目的 と方法論 について講話 があ っ

た。東北大学 の池 田先生 か ら、 「学生相 談 に関す る全国調査」結果 を もとに相談 室の今後 につ いての提

案がな された。 まず、 その調査 によると①相談 日数 ・室数 の充実の反面、予算の削減 ② カウ ンセラー

専門化 ・専任化 の動 き ③教職 員 ・保護者 への援助 の増加 ④来談延べ件数 ・学生来談 回数 の増加。 カ

ウンセラーの相談業務の負担増 な どがあ る。 また、活動 内容 と して も、援助 活動 だけではな く、 コ ミュ

ニテ ィ活動な どの充実が特徴 としてみ られている。 コ ミュニ テ ィ活動 とは、利用促進、予防 ・啓発活動、

ピア ・サポー ト、教職員 を対象 と してFD等 、委員会参加な どの大学運営へ の貢献、保護者 を対象 と し

た活動 な どである。 そ して分析 のま とあ として、以下 の ものがあげ られた。

①多様 な学生相談活動のため、 カ ウンセラー配置の充実(実 質 カ ウンセ ラーの充実、専任化)が 必要

②(授 業で予防 ・啓発をす るため)学 生相談機 関は教育研究系 に位置 づけ られる ことの有効性 ③ シス

テム整備 と、活動の広が り、 カ ウンセ ラーの配置 の充実 とのつなが り(シ ステム整備 し、職域が明確化

し、 また専任化す ることによ り、各種委員会へ の参加がで き、結 果的に大学へ の細やかな対応ができる

な ど)が ある。

また、①②③ は密接な関連 がある との報告 であった。今後の大学 の中での存在意義 と して、本学 の相
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談室がどういうスタンスで、短長期的な目標を もってどう変化するのか早急に取 り組まなければな らな

い課題であると痛感 した。研究発表の中で も、「学生相談体制の充実のための学生相談機関発展段階表

の開発」について報告があった。それは学生相談機関の各側面について(利 用者への利便性 ・設備、人

的資源、組織の位置づけ等)レ ベル付けがされてお り、自己評価できるツールである。そうようなもの

を参考に客観的に改善が必要なのではないだろうか。

参加させていただき他大学の学生に対する熱意を感 じた。今回の経験を、学生 とのさまざまな営みに

生かされるよう日々努力 していきたい。

(専任カウンセラー 皆川 美雪)

② 第58回 みやぎ学生相談連絡協議会

当番大学(会 場):東 北大学

期 日:平 成22年7月22日(木)

出 席 者:堀 毛 裕 子/皆 川 美 雪

猛暑の中、東 北大学 で開催 されたみや ぎ学生相談連絡協議会 に参加 した。今回 は加盟大学10校 か ら26

名 という大勢の参加 があ り、各大学 の意識の高 さが感 じられ た。

話題提供 として、東北大学の池田忠義先生か ら 「大学 における発達 障害学生支援の取 り組み」 と題 し、

プール学院大学 と東 北大学 での対応 の紹介が あ った。発達障害 を抱え る学生 には、 その特徴 か ら診断 ・

告知 ・障害受容の支援、 学修支援、対人関係 ・生活 スキル支援、進路 ・キ ャリア ・卒後社会生活支援 に

至 るまで、非常 に細やかな対応 が必要 とされ る。対応 には障害学生支援部署の設置 ・設備 が前提条件 で

あ り、 さ らには連携 を して全学 的な対応 を 目指 している。 しか し、発達障害 とい って もその特徴 は各 々

異 な り、 マニ ュアルの ような決ま りき った対応 では個別 の問題解決 には結 びつ きに くい。 そのため学生

のニーズに沿 った幅広い支援 ・解決 が求 め られる。全教職員 の障害理解や意識の改善 のための取 り組 み

が懸命 に行われて いるものの、活動 に伴 いまた新 たな問題点 も発生す るというのが現状 である。完 壁を

期す るよりも改善す る姿勢 が大切であ るとい う言葉が印象に残 って お り、非常 に示唆 に富む講演だ った。

同 じく、東北大学の吉武清實先生 か ら 「大学生 の 自殺 を防 ぐ～学生相談室 の貢献 と期待 ～」 について

の加工事例の紹介が あった。 近年、青年期 の 自殺 が増加 してい る。宮城県 において もここ10年 は、20代

の 自殺 が増加 して お り、その中に大学生 や中退者 も含 まれてい る。つ ま り、若者 の 自殺 防止 に、 大学の

はたす役割、大学の学生相談担当者 のはたす役割 は大 きいのではいなだろ うか とい う。現在 も、 予防教

育 やポス トベ ンションにつ いてゼ ミや研究室 に働 きかけるな どの活動 を している ものの、実 際 にハイ リ

ス クの学生の対応 はきわめて難 しい。 そのために も自殺 への危機対応 における大学 間協力 を しようとい

う下記 の 「3つ の提案」が あった。

1.み や ぎ学生相談連絡協議会 と して、 自殺 防止 に取 り組 む ことを宣言す る。

2.各 機関間 で経験 の浅 い学生相談室カ ウ ンセ ラーへ、経験豊富 なカウ ンセ ラーが コンサルテー シ ョ

ンをす る。

3.次 回以降 の協議会 に、県や市の防止対策関係者 を招いて、 各大学 と自治体 との連携力の強化 を図

る。
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これまで、本学 で も夕方か ら夜間 に、危険な状態のため病 院や親 に連絡 を とらなけれ ばな らないこと

があ った。仕事 で忙 しい親 には連絡が とれず、夜 のため医療機 関に もなか なかつ なげないということ も

想定でき る。 その際 に安全 にスムー ズに医療機関へつなげ るパ イプをつ くるために も、各大学や市町村

との協力 の必要性 を痛感す る。

そのほか各大学 の近況報告があ った。 どの大学 も大学 の特徴 にあわせて、「待つ相談室」 か ら、「積極

的に働 きかけ る相談室」 と して機 能 してい るよ うに感 じた。規模や校風 によ りで きることに限 りあ るの

か もしれないが、本学の よさを生 か した学生対応 の働 き方 を今後提案 し、今回の参加 で得 た情報 を生 か

していきたい。

(専任 カウンセ ラー 皆 川 美雪)

(3)第48回 全国大学保健管理研究集会

会 場:幕 張 メッセ国際会議場

期 日:平 成22年10月20日(水)～21日(木)

出 席 者:堀 毛 裕 子

本学 は、大 学の保健管理 に関わ る社団法人 ・全国大学保健管理協会 の会員 であるが、全国大学保健管

理研究集会 は、 この協会 と独立行政 法人 ・日本学生支援機構 な どによ り年1回 開催 され ている。平 成22

年度 の研究集会 は、千葉大学を当番校 と して、千葉市 の幕張 メ ッセ国際会議場で行われた。

今年の テーマは 「保健管理のスキル向上」 であ り、 その共通 テーマの もとで、一般研究発表のほか、

特別講演 ・招待講演 ・教育講演 ・シ ンポジウム ・ランチ ョンセ ミナーな ど、内科や精神科の医師、保健

師 ・看護師、 カウンセ ラーな ど幅広 い領域 か らの参加者 に応 じた内容が用意 されていた。 さま ざまな内

容 の中か ら、特 に本学 カウンセ リング ・セ ンターの活動 に重要な示唆を与 え ると思 われ るものにつ いて

報告す る。

初 日の午後 に行 われた シンポ ジウム 「学生 メ ンタルヘル ス相談の スキル ア ップ」 では、5つ の話題提

供 が行われたが、 それぞれに学生相談 の現状 を反映 し、本学 にお ける学生 支援 のあ り方 につ いて考 えさ

せ られ ることの多い内容 であ った。

「最近 の うつ病 の特徴 とその対応」(佐 賀大学保健管理 セ ンター所長 ・佐藤武氏)で は、 社会的なっ

なが り(socialconnectedness)が 低下 しかつ 自尊感情 が低い現 代の大学生 は、 うつ状態 に陥 りやすい

ことが指摘 され、薬物治療 に加えて、 自尊感情を高め るよ うな働 きかけや、集団体験を持たせ ることな

どの重要性 が指摘 された。

「学生相談 の心理臨床-メ ンタルサ ポー トの基本姿勢-」(帝 京大学 医学部 付属病院臨床心理士 ・馬

渕麻 由子氏)は 、他の シ ンポジス ト4名 がすべて精神科医 であるの に対 し、臨床心理 士の立場 か らの話

題提供 であ った。心理学の視点か ら、相談 活動 における基本的 プロセ スについて、 ご自身 が 日頃心が け

ている点 につ いての丁寧な提示 と検討 が行 われた。来談者 の状態やニーズを正 しく理解す る 「見立て」

の重要性、来談者の要望 ・願望 を 「満 たす」 ことと 「理解す る」 ことを混 同 しない こと、来談者 と一対

一の個人的 な営みを大切 にしなが らも
、 チームでのサ ポー トで あることに留意す る必要性、な ど、面接

の基本であ りまた要 とな る点 が提示 され、 あ らたあてその重要性 をかみ しめる思 いで あった。
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「不登校問題への対応」(福 島大学保健管理セ ンター所長 ・渡辺厚氏)に おいては、本来は義務教育

など 「行 くべき」学校に行けない状態から出てきた言葉であり、登校が自由意志である大学にはそ ぐわ

なかった 「不登校」が、現在は大学でもきわめて一般的になってきたことなどの経緯が、社会的背景 と

ともに示 された。治療者は学生の弱った自我を支えながら成長を待つことが重要であるが、現代はモラ

トリアムを保障すること自体が難 しくなってお り、これが大 きな課題 として提起 された。

「希死念慮のある学生への対応一認知療法 ・認知行動療法の立場か ら一」(慶應 義塾大学保健管理セ

ンター教授 ・大野裕氏)は 、現在の認知行動療法の第一人者 による話題提供であ り、シンポジウムの一

環としてこのような内容を聞くことができるのは大変得難いものであった。

「保健管理センターにおけるメンタルヘルス相談 と投薬治療」(東 京工業大学保健管理セ ンター准教

授 ・安宅勝弘氏)で は、健康相談と治療が明確に区分される身体疾患に対 して、メンタルヘルスの場合

には相談と治療が来談者にとってはあまり明瞭ではないことが指摘された。さらに学生相談機関におけ

る投薬治療について、外部医療機関との連携 も含めた話題提供が行われた。

二 日目のポスターセ ッションでは、おもに 「学生相談」や 「発達障害」の領域で関心のある内容のも

のを選び、同時にい くつもの発表が並行 しているセッションを縫 うように参加 した。学内連携の参考資

料 として 「教職員のための学生対応マップ」を作成 した東京家政大学、 コミュニティモデルに基づいて

総合相談窓口を設置 しその機能を検討 した筑波大学、不登校気味の学生へのアウ トリーチを行っている

大分大学、学内の修学支援体制を構築 しつつある酪農学園大学など、各大学の学生相談部門が、それぞ

れに設置状況やマンパワーの限界などの問題を抱えながらもさまざまな実践を工夫 し、またまさに苦闘

している様子は、参考になるとともに大いに励まされる思いを強 く抱いた。また、発達障害関連の支援

ニーズを質問紙で把握 しようとする信州大学の試みなどは、調査項 目も含め、今後の本学の活動に関す

る具体的な参考資料 として貴重な ものであった。

全国保健管理研究集会は幅広い内容と職域を含んでいるが、会の性質上からか、学生相談の領域に関

して も、個別事例の検討 というより、概 して学内におけるシステム作 りなど支援の枠組みを考える上で

の参考となるものが多い。それぞれの大学によって学生相談室の置かれた状況 も学生のニーズ も違 いは

あるが、それらを越えて学生支援を丁寧に行っていこうとする熱意と工夫について有意義な示唆を得、

また力づけられた集会であった。

(所長 堀毛 裕子)

(4)平 成22年 度 北海道 ・東北地 区メ ンタルヘ ルス研究協議会

当番大学(会 場):小 樽商科大学(グ ラン ドパー ク小樽)

期 日:平 成22年11月1日(月)・2日(火)

出 席 者:山 崎 冬 太

1日 目は、開会式の後、2つ の講演と分科会に分かれての討議があった。

第1の 講演は、「大学生の自殺を巡る問題 とその対応」 と題 して、秋田大学保健管理センター所長の

苗村育郎氏が、大学生の自殺の現状を説明 し、大学側の取 り組みの問題点を指摘 して、自殺対策 として

取 るべき体制を提示 した。苗村氏は、 自殺防止のためには、学内のカウンセリング以外は外部の病院に
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まかせて しまうとい うのでは、必 ず しも十分 ではないと述べ、相談体制 の整備 に とどま らず、学内で 自

殺問題を扱 う専 門技能 を持 つ責任者 を明確 に し、周知 してお く必要 があ ると強調 した。 また、 自殺を図

るハ イ リスク群 は どのよ うな学生 か、彼 らに どのように対応すべきかにつ いて、研修 な どを通 じ教職 員

に徹底 し共有 して もらう必要 がある と述べ た。

第2の 講演 は、 「大学 にお けるハ ラスメ ン トとその対策」 と題 して、東北大学高等教育 開発推進 セ ン

ター教授の吉武清實氏 が、大学 でのハ ラスメ ン トの定義 と分類、 その傾 向、相談 ・対応の体制づ くり、

その際の留意点、予防活動 の諸点 につ いて、東北大学での実例 を挙 げなが ら解説 した。吉武氏 は特 に、

解決へ 向けての過程 における 「調整」 の重要性 を強調 した。「調整」 とは、相談員で はな く、学部長 ・

研究科長 な どの部局長 が、 当事者双方の主張を公平 な立場 で聴取 し、問題解決 を図 る手続 きであ る。

全体会 の後 の分科会 では、第3分 科会 「学生 の 自殺 の予 防」 に参加 した。1日 目の分科会 は、参加者

の所属大学 ・高専 における学生の 自殺防止の現状 と防止 の取 り組みをひ とりひとり語 り、意見交換を行 っ

た。参加者 は司会者、助言者を含めて15名 。 その内訳 は、精神科医3、 看護士5、 臨床心理士4、 非専

門家で相談員 を務 める教員2、 事 務職 員1で あ り、学校 で所属す る部局 ・肩書 きもさま ざまであ った。

それゆえ、多様 な立場か らの体験 や見解、知識 に接す る ことがで き、非 専門家の兼任 カウ ンセラー(初

心者 イ ンテーカー)の 私 と しては啓発 され ることの多 い分科会であ った。

印象 に残 った自殺予防策 は、 スク リーニ ング としてUPⅠ な どの心理 テ ス トをすべ ての新入生 を対象

に行 うとい うもので ある。 その結果、今後 フォロー して い くべ きと判 断 したケースでは、 当該学生の 出

生時か らこれ までの既往症 や問題点 を親 に書 いて もらってケアの参考 にす るとの ことだ。子 ど もの頃か

ら希死念慮を もってい る学生 が 自殺 を図る可能性 は当然高 いわ けで、注意 を要す る学生 を入学時か ら把

握 し、 セ ンター と関係者(学 科長、 クラス担任な ど)が 情報 を共有 し、連携 してフ ォロー して い くこと

が肝要 であ る。 ある大学 では、入学者 の7%程 度が フォローの対象 になる とのこと。

在学 中の対応 としては、 セ ンターに休憩室を設 けて寛 げ るよ うに した り、孤立 しな いように出会 い と

グルー プ活動 の機 会 を作 った り、 ピアサ ポー トやTAの 制度 を活用 しメ ンターを決 めてお く、 な どの

方策 が報告 され た。

2日 目も同 じメ ンバ ーで分科会を継続 した。 司会者 の室蘭工業大学保健管理セ ンター准教授 の三浦淳

氏 が用意 された資料をべ一 スに、学生の 自殺 予防について さまざまな角度か ら検討 が加 え られた。前 日

の分科会で、 自殺が起 きない ようにす るための対策 を話 し合 ったが、 さらに、 自殺 の危 険性 が高 ま った

ことを察知 し自殺 を食い止 めるには どうす るか、また、実 際自殺 が起 きて しまってか らの対応 を話 し合 っ

た。

成績発表の前 後には 自殺 が起 きやすい。就職 や卒業 を意識す る時期 が要注意。環境 の変化(進 級や編

入学な ど)も 要 因 とな る。 自殺 の危 険性 が高 まったときに学生 が発 するサイ ンを見落 とさないように し

な けれ ばな らない。 た とえば、授業 に欠席す る、生 活時間が乱 れ る、 「生 きて いて もしょうがない」 な

どと漏 らす、元気 がない、身 だ しなみにかまわな くな る、 成績 が落 ちる、 引きこ もる、 など。学内で 自

殺が起 きた とき、 それが別 の複数 の自殺 を誘発す ることがあ る。 また、社会的 な事件(た とえば秋葉原

無差 別殺傷事件 な ど)が 引き金 になること もある。 こうい ったサイ ンや現象を注意深 くマー ク し続 け る

姿勢 が必要 であ る。

学生 向けの対応 として、普段か らメ ンタルヘルスについての啓蒙活動を行 うこと。授業 で 「欝 と自殺

の関係」 な どのテーマを取 り上 げた り、ゼ ミや実習 での人間関係の築 き方をア ドバイスす るな どが考え
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られる。大学 スタ ッフ内部 では、FDの 一環 と して研修 会を開 くこと。 た とえば、講 師派 遣 を保健所 に

依頼す るなど して、ケー ススタデ ィや ロールプ レイを行 う。 また、相談 しやす い環境 を整 える ことが重

要。 それ には、退官 した経 験豊 富な教職員 を相談室 に配置す るな どが考 え られ る。

「ゲー トキーパー」 という概念が紹介 され、 印象 に残 った。 自殺 を防 ぐ最後 の砦 として、 自殺 寸前 の

人 に接 してその企図を食 い止め るべ く対応 す る家族 や友人、 医療 関係者、教職員 な どがゲー トキーパー

である。 そういう場面 にあるとき、 自分 がいまゲー トキーパーなのだ と自覚 して行動 しな ければな らな

い。 ゲー トキーパー研修会 に参加す るな ど して教職員 の意識 を高めてい くべき時代 であ る。 ゲー トキ ー

パーに もケアが必要で、相手 の自殺願 望を察知 した とき、身近 に 自殺 問題 を引き受 け責任 を もつ専門家

がいて、学生本人や担 当相談員の話を聴 く体制を構築 しな ければな らない。

東北学院大学 で も毎年 のよ うに学生の 自殺が起 きてい る。協議会、なかんず く第3分 科会 に参加す る

ことで、カウ ンセ リング ・セ ンター所員 と して、 自殺防止 という大 きな責務 を負わ されて いる ことに気

づか され るとともに、 そのための研鐙 と実践 を続 ける必要性 を痛感 させ られた。

休憩 を挟ん で、全体 会 に移 った。8つ の分科会 の報 告 ・まとめが行 われ、 閉会式 で次 回開催校 の山形

大学の挨拶があ った。

(兼任 カウ ンセラー ・教養学部 山崎 冬太)

(5)第48回 全国学生相談研修会

会 場:東 京国際 フ ォー ラム

期 日:平 成22年11月28日(日)～11月30日(火)

出 席 者:森 谷 静

4年 ぶ りに3日 間の 日程 で行 われた全国学生相談研修会 に参加す る機会 に恵 まれた。今年 は580名 の

定員 に対 して700名 を超 え る申 し込 みが あ った との ことで、 学生相談 に関わ る研修機会へ のニーズの高

ま りを感 じた。 開催 プ ログラムに従 って、特別講演 と2つ の小講義、分科会 に参加 したのでそれぞれの

内容 について報告 す る。

特別講演 「ことばの ちか ら:学 生 と日本語力」 では 「考 える」「表現す る」「こ とばにす る」方法が身

につ いて いな いため に内面 にあ るものを ことばにす る ことができず にいる現代 の学生 たちにまず必要 な

のは、個性や感受性の表現ではな く、 ことばを発 してい くたあの型 の提示=ス キル ・トレーニ ングであ

るとい う考 えが示 され た。 この考 えの もとに普段 の大学 の授業 で実 際に行 われてい る道 順の描 写や 自己

紹介 を題材 と した学生 とのや りとりが紹介 されたが、そ こでは学生 たちが いかに ことばを失 っているか、

訓練を意識 した働 きかけの中で どの ように変化 して い くかが生 き生 きと示 されていた。「ことば は他者

に意味 と して受 け取 って もらえなければ何 に もな らな い」 とい う 「ことばの他者性」 や 「readymade

な ことばでordermadeの 作業 を していかな ければな らない ということばを使 うことの難 しさ」 にっ い

ての指摘 もあ り、 日々の相談活動 の中で学生 とカウ ンセ ラー との間で行 き来す る 「こ とば」 につ いて改

めて考え る機会 とな った。

小講義Ⅰ 「カル ト問題 と学生相談」 ではカル トの定義 か ら現状、 カル ト問題が学生相談 の場 に どのよ

うな形で持 ち込 まれ、対応 されて きたかについての具体例 や関連 資料 の提示 があ った。今 回の小講義 で
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はカル ト問題に巻き込まれた学生をどう支援するかが扱われたが、質疑では勧誘目的で入学 して くる学

生にどう対応するか、できるのかという問題が挙げられた。大学としてどう考えどう対応するか、保護

者への連絡をどうするかなどは難 しい問題であり個人で対応できるものではない。各部署 ・教職員が連

携 してチームを作 り情報収集を しながら関わり方やタイ ミングについて検討する必要があることが論 じ

られた。

小講義Ⅱ【「発達障害のある学生への進路相談 と就労支援」では精神科クリニ ックでの発達障害者への

就労支援の実際が紹介された。就労に関する制度や支援窓口は多種存在 しているものの事業主体が異な

るなどの理由によって関係性がわかりにくくなっており、また地域によって受けられるサービスの内容

や質が異なるという現状 もあるたあ、まずは自分の関わっている地域の支援の現状についてよく知るこ

とが必要であるとのことだった。また就労には障害 ・診断名が何かということよりも就労を目指す人自

身の自己理解が大切であることを学んだ。

分科会 「保護者対応の実際 と展望」では母子密着型の子育てが推奨される現代における子離れ ・親離

れの難 しさを講義や事例を通 して学んだ。分科会のテーマにこの 「保護者対応」が取 り上げられたのは

今年が初めてとのことで、保護者が登場することが珍 しくな くなった学生相談の今 日的な傾向を示 して

いるといえるだろう。時に苦情や抗議のような形で持ち込まれる保護者か らの相談の背後に見え隠れす

る 「離れてい くことの痛み」に十分配慮 しながら、今後 も学生の育ちを支える支援を考えていきたい。

(専任カウンセラー 森谷 静)

(6)第44回 全国学生相談研修会議

平成22年 度学生の心の悩みに関する教職員研修会

会 場:東 京国際交流会館

期 日:平 成23年1月26日(水)～1月28日(金)

出 席 者:皆 川 美 雪/森 谷 静

2011年1月26日(水)～28日(金)に 、東京国際交流館 で開催 され た平成22年 度学生の心の悩み に関

す る教職員研修会 ・第44回 全国学生相 談研修会議 に参加 した。

この 「学生 の心の悩み に関す る教 職員研修会」 は、昨年度 まで 「学生支援合同 フォー ラム」 の名 称で

実施 されていた ものであ る。 今年度 は フォー ラム1と して 「第32回 全 国大学 メンタルヘル ス研究会」、

フ ォー ラム2と しとて、全 国大学 メ ンタルヘル ス研究会 と全国学生相談研究会議の 「合 同企画」、 フォー

ラム3と して 「第44回 全 国学生相談研修会議」の3つ の フォー ラムか ら構成 されお り、 フォーラム2

と3へ 参加 した。平成18年 度か ら参加者間の相互理解や、連携 ・協力体制 な どの強化 のため総合的 に学

生支援の取 り組 みを推進 してきたが次年度か らは学生支援機構 が主催 ではな くな り実行委員方式の開催

とな る。

まず、合 同企画 では 「社会人 にな って い く悩 み～就職 につまつ く学生の個別支援～」 について講演が

行 われた。話題提供 の中で、東京農工 大保 健管理 セ ンターの早川先生か らは、近 年の就職 をめ ぐる学生

相談 の変化 につ いて事例 も含めて紹介 あ った。 さらに、 キ ャリア支援 課や教 員 との連携 を意識 した諸提

案が 印象 に残 って いる。 「学科の先生 に相談 にい った ら、真 っ先 に 『君、何 や りたいの?』 と聞かれ、
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挫折 した者の気持 ちはわか らない と、対応 に傷つき、落 ち込む学生 がいるがや は り学生 の話 をよ く聞き、

ね ぎらうことが肝要 であ る。」「自己ア ピールや 自己分析で落 ち込み混乱 した り、卒業論文や学業 との両

立で疲労性 の うつ状態 に陥る学生 は多発 して いる。就職の プログラムに も心理相談 ・教育 に関す る情報

を盛 り込む必 要があ るのではないか。」「就職が難 しそ うな学生 には、 まず はコメ ン トせず に聴 き、学生

の長所 ・短所 をぼんや りと見 つける手助 けをす る。 メ ンタル不全が疑われ た ら、生活 や情緒 面で困 って

いるこ とはないか聴 き、 心理の専門科 につ なげ る。」 な ど、現場 での生 の声を お聞かせ頂 いた。 また、

コメ ンテーターの東 北大学の千葉正典先生 か ら、「就職率 の落 ち込 み はみ られ ない ものの、 ここ数年 内

定を もらえない学生の落ち込みが激 しく危惧 され るものにな り、学生相談 との連携 がます ます重要 にな っ

ている」 というコメ ン トがあ り、就職 活動 の氷河期 によ る厳 しさや長期化 もあるため本 学で も早急な検

討 が必要 と感 じられた。

分科会 は、 「カウ ンセ リングの心 を集 団 に生かす～学生相談 での グループの発展 のた めに～」 につ い

て広 島女 子学院大学の岩村聡先生、 「医薬系学科 において修学 継続を 望む は発達 障害学生」 と題 し富 山

大学 の酒井歩先生 のワーク ショップへ参加 した。岩村先生 か らは、継続 型の グルー プの症例 につ いて、

参加者 の変化や声、運営上の留意点 などについて説 明があった。 あたたか いグルー プに育て るたδ6には、

どんな働 きかけを した らよいか 「みんなが率直で受動的な態度を とれ るように働 きか けてみる。 そのた

め には、 まずあなた 自身 が少 しずつ率直で受動的 な態度 をお勧 め します」 と、非常 にあたたかい雰 囲気

の中で質 問に返答 されてお り、 カウンセラーのあ るべき姿 を改 めて実感 した ワークにな った。それか ら、

酒井先生の所属 す る富山大学 では、発達障害学生対応 につ いてはきめ細やか なチームアプ ローチを して

いる。大学全体 の協働 関係 を構築 し、包括的 な支援体制 を 目指 した この大学 で も、資格 を とるな どの学

科 の特徴な どか らやは り対応 には苦慮 している とい う。配慮 されるだけでは、本人へ の本 当の支援 には

な らず、本 当に必要な ことを本人 と支援者 が一緒 に見つ け出 し、実行 してい く機会 の重要性 が指摘 され

た。

また シンポジウムで は、「大学 におけ る自殺対策～学 内相談体 制 とカウ ンセラーの役 割」つ いては話

し合 われた。 その 中で、東北大学の吉武 先生 が、 大学生 の 自殺 やその対応 に関す る調 査報 告 してお り、

「自殺 につ いて この一年間 に実際 に試 みた と回答 した学生が、学部生 で0.5%、 大学院生 で0.7%で あ り、

試 みなかったが 自殺 の方法を考 えた と答え た学部生21%、 大学院生で22%と 、低 いとは言 えない数値で、

ほぼ例 年 と同 じ数値 とな った。 そ して、 自殺の点で リスクの高 い学生が常 に存在 して お り、 その中の学

生の一部が学生相談 につなが ってお り、 自殺衝動 が高 ま らないよ うに学 内外の連携 の中で、守 り、支 え

て いることを確認 してお く必要があ る」 とのお話が あった。学生 に対す る心理教育 は もちろんで あるが、

全学的 に様 々な危機的な場 面に対応 した シ ミュレー シ ョンを しで きる限 りの準備 を整 えな ど、 腰を据え

た対応 を行 い続 ける必要性を痛感 した。

今 回の研修会で は、 自殺 ・就職 ・特 別支援 を必要 とす る学生 対応 な ど話題 が多岐 にわた り、 日々気 に

な って いた事柄つ いての意見や情報が得 られ、 とて も有意 義な時間 とな った。 課題 は山積 して いるが、

一つ一つ学生対応 に粘 り強 く取 り組んで いきたいと改めて感 じた。

(専任 カウ ンセラー 皆川 美雪)

--40-



独立法人 日本学生支援機構主催の 「平成22年 度学生 の心 の悩 みに関す る教職員研修会」 が平成23年1

月25日(火)～28日(金)の 日程で開催 された。 この研修会 は大学等 にお けるメ ンタルヘルス及 び学生

相談 に関す る機能の充実を図 ることを 目的に 「全 国大学 メ ンタルヘル ス研究会」 によるフォー ラム1、

「全国学生相談研究会議」 によるフォー ラム3と 、 「全 国大学 メ ンタルヘル ス研究会」 と 「全 国学生相談

研 究会議」 の合 同企画であ るフォー ラム2と い う3つ のフ ォーラムで構成 された。

ここで言 う 「全国学生相談研 究会議」 とは、学生 の当面す る諸問題や学生 相談 に関する理論 ・技術 ・

実践 な どにつ いての研究 と協議 を 目的 とした、学生相談 に携わ る常勤 カウンセ ラーで構成 される会議で

あ り、非常勤 カウ ンセ ラーの筆者 は今回 「オブザーバー」 と して フォーラム2と3に 参加の機会 を得 た。

この会議 への本 セ ンターか らの参加 は今 回が初 あて とな る。参加者 は全 国の大学 か ら174名 。 うち全国

学生相談研究会議の会員は84名 であ った。

【フ ォーラム2】

シンポジウム:「 社会人 にな ってい く悩 み ～就職 につ まず く学生 の個別支援～」

ここで は 「キ ャ リア支援」 につ いてのガイダ ンス的な講話 を聞 くと共 に東京農工大学、関西大学、東

北大学でのキ ャ リア支援 の実際の取組 みを聞 くことがで きた。発達 障害学生への支援や 自殺の問題 も含

むキ ャリア支援 の取組 みは学生相談 とい う枠組みの中で重要 なテーマであると感 じた。

【フォー ラム3】

ミニワークシ ョップ:「 カウンセ リングの心 を集団に生かす 一学生相談でのグループの発展 のために一」

この ワーク ショップで は講師で ある岩 村聡 先生 によ る長年 のエ ンカウ ンター ・グルー プの実践報告 を

もとに、 グル ープ実践の雰囲気を味わい、実践 の中に見 出 されたグルー プ運営の コツや理論 について学

ぶ と共 に、小 グル ープでのグループ体験 も経験 した。講師の岩村先生の雰囲気 そのままの心地良 いグルー

プ体験を実際 に味わ うことができて、感覚 的に とて も勉強 になるワー クシ ョップだ った。

シ ンポジウム:「 大 学におけ る自殺対策 一学 内相談体制 とカウ ンセ ラーの役 割 一」

ここでは全国学生相談研究会議会員 を対象 に実施 され たア ンケー トに基 づ く自殺 問題 の概況 につ いて

の報告や ポス トベ ンシ ョンの取 り組 みな どにつ いて聞 いた。学生生 活イベ ン トと自殺衝動 の関連 につ い

て十分 に理解 した上 で学生 に対応 してい くことの必要性を痛感 す ると共 に、予 防的な取組 み として、F

Dな どの機会 を通 して学 内に情報 を発信 して い くことの必 要性 も感 じた。 自殺 とい う問題 に対 して カウ

ンセ ラー個人ではな くチームで対応 してい くとい う意識、組織作 りの必要性 について も考え させ られた。

事例検討:「 医学系学科において修学継続を望む発達障害学生」

ここでは情緒 ・行動 ・身体的状況のどれ もが不安定な学生が看護実習への参加を希望する場合の対応

の難 しさについて考えさせ られた。学生を実習先へと送 り出す大学としての責任、その判断の過程の中

でカウンセラーがどのように、どこまでの役割を担 うことができるのかなどについてさまざまな意見が

やりとりされていた。

(専任カウンセラー 森谷 静)
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(7)第59回 みやぎ学生相談連絡協議会

会 場:宮 城大学大和キャンパス

期 日:平 成23年3月10日(木)

出 席 者:堀 毛 裕 子/皆 川 美 雪/高 原 美保子

みやぎ学生相談連絡協議会は、年に2度 開催され、宮城県内の4年 制大学に設置されている学生相談

担当部局の情報交換の機会 となっている。平成22年 度の2回 目となる今回は、宮城大学を会場 として、

12大学か ら約30名 が参加 して開催 された。

開催校の宮城大学学生相談室長によるご挨拶のあと、宮城障害者職業センター所長の宮崎哲治氏から、

「就職活動に難儀する学生への支援～発達障害のある学生、疑われる学生への対応～」 と題する講話が

行われた。そこではまず、発達障害のある方への職業 リハビリテーションの展開について、過去から現

在までの支援方法の変化をたどり、従来の 「靴に足を合わせる支援」から 「足に靴を合わせる支援」へ

と変化 してきたことが示された。さらに、発達障害の開示 ・非開示や障害の認知の対応方法については、

個人の状況 ・段階に応 じて丁寧な対応を してい く必要性が指摘 され、最後に、講師の勤務する障害者職

業センターの事業内容や特徴などについて説明が行われた。発達障害のある方の就職には、受け入れる

環境(企 業)の 整備 と適切な支援の提供の両方が不可欠であり、それによって障害は 「障害」ではなく

個性となる、 と強調 されていたことが印象的であった。

本学で も、発達障害圏の問題を抱えていると思われる学生さんがセ ンターを利用することも多 くなっ

てきた。学内の関係部局とも連携 した丁寧な支援によって大学生活を順調に送っていて も、出口すなわ

ち卒業後の進路選択(就 職)の 時点で、さらなる現実の壁に突き当たることが しばしばである。学生相

談機関としてこのような就職活動への支援方法をさらに検討 しながら、障害者職業センターのような専

門機関とも連携することの必要性を感 じるとともに、企業の障害者雇用が今後ますます促進されていく

ことを強 く願いなが らお話を伺った。

質疑 ・休憩を挟んで、各大学の相談活動に関する報告 ・情報交換が行われた。各大学 とも、学生相談

機関の設置状況に応 じて、個別相談以外にも、 グループワークやピアサポーター養成などさまざまな活

動の工夫を行っていることが示された。本学カウンセ リング ・センターにおいて も、限られたマンパワー

の範囲内であっても、今後さらに学生支援のための工夫を行っていくことが必要とあらためて感 じさせ

られた会であった。なお、次年度となる平成23年 度には、夏に宮城学院女子大学、冬に本学が開催校と

なることが確認 された。

(所長 堀毛 裕子)
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2.2010年 度 来 談 者 状 況

(1)月 別の来談 者申 し込 み状況(2010年4月 ～2011年3月)

その他:教 職員,卒 業生,学 外者,主 治医
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(2)問題別来談者状況



(3)キ ャンパス別の来談者申し込み状況

新規受付人数

延べ処理件数



2010.4.1.

2010.4.1.

140102

2010.5.8.

-5 .10.

2010.5.11.

2010.6.9.

2010.7.7.

2010.7.22.

2010.8.5.

2010.10.20.

-10 .21.

2010.11.1.

2010.11.1.

3.2010年 度 カ ウ ン セ リン グ ・セ ン タ ー の 活動

委 嘱

嘱託医師 三塚神経科 ・内科 クリニック院長 三塚浩三

専任カウンセラー 森谷静香臨床心理士、皆川美雪臨床心理士

兼任カウンセラー 板橋慶明経営学部講師、長岡龍弍法学部教授、武 田三弘工学部

教授、加藤健二教養学部教授、佐藤篤教養学部教授、松本秀明教養学部教授、山崎

冬太教養学部准教授

新任所員業務研修会開催(土 樋キャンパス)

「カウンセリング ・セ ンター便 り」第76号 発刊

内 容 「新 しい経験にポジティブに立ち向かおう」

カウンセ リング ・セ ンターの利用について

スタッフ紹介

日本学生相談学会第28回 大会(岩 手大学)に 森谷所員、皆川所員出席

第62回所員会議開催2010年 度活動計画 ・諸報告 ・学内関連窓口連携について

精神健康相談 日(泉 キャンパス)嘱 託医師 三塚 浩三

精神健康相談 日(土 樋キャンパス)嘱 託医師 三塚 浩三

第58回 みやぎ学生相談連絡協議会(東 北大学)に 堀毛所長 ・皆川所員参加

第60回所員研究協議会開催(仙 台ガーデンパ レス)

プログラム

研究協議会Ⅰ13:00～14:00

報告A「 日本学生相談学会第28回 大会に参加 して」

所員 森谷 静

所員 皆川 美雪

報告B「 みやぎ学生相談連絡協議会に参加 して」

所長 堀毛 裕子

所員 皆川 美雪

その他:報 告 ・確認 ・検討事項

研究協議会Ⅱ14:00～15:30

前期扱 った面談の事例研究(後 期継続事例の確認等)

森谷 ・皆川専任カウンセラー ・各所員

研究協議会Ⅲ16:00～17:00

「薬物療法について」 嘱託医師 三塚 浩三

第48回 全国大学保健管理研究集会 千葉人学(幕 張メッセ国際会議場)に

堀毛所長参加

「カウンセ リング ・センター便 り」第77号 発刊

内 容 悩みを抱える力 ・こころの 「保水力」

学生時代の過ごし方

スタッフ紹介

北海道 ・東北地区メンタルヘルス研究協議会(小 樽商科大学 ・グラン ドパーク小樽)
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-11.2.に 山崎所員 参加

2010.11.10.カ ウンセ リング ・セ ンター小委員会開催

2010.11.24.精 神健康相談 日(泉 キ ャンパ ス)嘱 託医師 三塚 浩三

2010.11.28.第48回 全 国学生相談研修会(東 京国際 フォー ラム)に 森谷所員参加

-11.30.

2010.11.29.第53回 運営委員会開催 諸報告、2011年 度予算審議

2010.12.8.精 神健康相談 日(土 樋 キ ャンパ ス)嘱 託 医師 三塚 浩三

2011.1.26.全 国学生相談研究会議 に森谷所 員 ・皆 川所員参加

-1.28.

2011.2.25.講 演会開催 【3キ ャンパ ステ レビ会議 システム】

演 題:「 学生支援 にお ける学 内関係窓 口の連携 につ いて」

講 師:東 北大学高等教育 開発推進 セ ンター教授 ・学生 相談室副所長

吉武 清實氏

2011.3.9.第61回 所員研 究協議会(エ ル ・パ ーク仙台)開 催

プログラム

研究協議会113:00～14:40

報告A「 全 国学生相談研修会 に参加 して」

所員 森谷 静

「全国大学保健管理研究集会 に参加 して」

所長 堀毛 裕子

「北海道 ・東北地 区メ ンタルヘル ス研究協議会 に参加 して」

所員 山崎 冬太

「全 国学生相談研究会議 に参加 して」

所 員 森谷 静

所員 皆川 美雪

報告B「 今年度 活動報告及 び来年度活動計画」

所長 堀毛 裕子

その他:連 絡 ・確 認事項

研究協議会II15:00～16:00

後期扱 った面談 の事例研究 各 所 員

研究協議会 皿16:00～17:00

「本年度 セ ンターか ら依頼 した学生の傾向 につ いて」

嘱託医師 三塚 浩三

2011.3.10.第59回 みや ぎ学生相談連絡協議会(会 場:宮 城大学)に 堀毛所長 ・皆 川所員 ・高原所

員参加

2011.3.18.第54回 運営委員会 開催(震 災の ため資料回覧)

2010年 度活動 ・事業報告、2011年 度事業計画 ・人事、 その他

【その他PR活 動】

・ 「学生生活」2010年 版(学 生部発行)に セ ンター紹介記事掲載(P .28)

・ 「父兄 のための大学 ガイ ド」2010年 度版後援会資料 にセ ンター紹介記事掲載(P
.23)
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規 程

★東北学院大学カウンセリング ・センター規程

第1条

第2条

第3条

第4条

第5条

第6条

第7条

第8条

第9条

第10条

第11条

本学にカウ ンセ リング ・セ ンターを置 く。

カウンセ リング ・セ ンターは、学生が 当面す る問題 につ いて、 その相談 に応 じ助言 を行 な う。

カウ ンセ リング ・セ ンターの運営 を図 るため、 カウ ンセ リング ・セ ンター運営委員会を設 ける。

(運営委員会 の規程 は別に定 める。)

カウ ンセ リング ・セ ンターに次 の所員 を置 く。

(1)所 長

(2)カ ウ ンセ ラー(専 任カ ウンセ ラー並 びに、兼任 カウ ンセラー)

(3)事 務職員

(4)其 他運営委員会 において必要 と認 めた者

所長 は、学長が これ を委嘱す る。

その任期 は2年 とし、重任を妨 げな い。

② 専任 カウ ンセラーは、運営委員会の推薦 にもとづ き、学長 が これを任命す る。

(3)兼 任 カウ ンセラーは、教職員の 中か ら運営委員会の推薦 にもとづ き、学長が これ を委嘱す

る。 その任期 は2年 とし、重任 を妨 げな い。

カウンセ リング ・セ ンターは、 その 目的 を達成す るために、次の事業 を行 な う。

(1)カ ウンセ リング

(2)グ ルー プ ・カ ウンセ リング

(3)相 談 に必要な研 究、調査

(4)相 談 に必要な資料の整備

⑤ 其他 カウ ンセ リング ・セ ンターが必 要 と認 め る事項

カウ ンセ リング ・セ ンターの事 業 は所員会議 の議 を経て行な うもの とす る。

所員会議 は、必要 に応 じて所長が招集 し、議長 とな る。

所員会議 は、 その事業 内容を、必要 に応 じて運営委員会 に報告す るもの とす る。

カ ウンセ リング ・セ ンターにおいて執 り扱 う相談 内容 は厳秘 とす る。

本規程の改正 は、運営委員会 の議 を経 て、全学教授会 が これを行な う。

附 則

本規程 は、昭和53年9月28日 よ り実施す る。
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★東北学院大学カウンセリング ・センター運営委員会規程

第1条

第2条

第3条

第4条

第5条

第6条

第7条

東北学院大学 カウンセ リング ・セ ンター規程第3条 によ り、本学 に、 カウンセ リング ・セ ンター

運営委員会 を設 ける。

カウンセ リング ・セ ンター運営委員会(以 下運営委員会)は 、下記の委員を もって構成す る。

総務担当副学長、宗教部長、学生部長、学務部長、就職部長、 カウ ンセ リング ・セ ンター所長、

所員会議代表1名 。

但 し、学長 は必要 に応 じ、上記の者の ほか、若干名 の運営委員 を委嘱す ることができ る。

運営委員 の任期 は2年 と し、重任を妨げない。

本学カ ウンセラーは、運営委員会で選考 推薦 し、学長が これ を任命 または委 嘱す る。

運営委員会 は下記 の事項 につ いて協議す る。

(1)カ ウンセ リング ・セ ンターの運 営方 針

② カ ウンセ リング ・セ ンターの機 構、 人事、予算

(3)年 度計画 の原案の検討

(4)其 他 カウ ンセ リング ・セ ンターの運 営上必要 な事項

運営委員会 は、必要 に応 じて、総務 担当副学長 が招集 し議長 とな る。

本規程 の改正 は、運営委員会の議を経 て、全学教授会が これ を行な う。

附 則

本規程 は、昭和53年9月28日 よ り実施 する。

附 則

本規程 は、2004(平 成16)年4月1日 よ り改正施行す る。
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2010年 度 カ ウ ンセ リング ・セ ンター組 織 ・運 営

カウンセリング ・センター運営委員

運営委員長 副 学 長 文 学 部 教 授 柴 田 良 孝

運 営 委 員 宗 教 部 長 教 養 学 部 教 授 佐々木 哲 夫

運 営 委 員 学 生 部 長 文 学 部 教 授 辻 秀 人

運 営 委 員 学 務 部 長 法 学 部 教 授 井 上 義比古

運 営 委 員 就 職 部 長 経 済 学 部 教 授 前 田 修 也

運 営 委 員 教 養 学 部 長 教 養 学 部 教 授 佐久間 政 広

運 営 委 員 所 長 教 養 学 部 教 授 堀 毛 裕 子

運 営 委 員 代 表 所 員 文 学 部 教 授 村野井 仁

カウンセリング ・センター所員

所 長 兼任カウンセラー 教 養 学 部 教 授 堀 毛 裕 子(臨 床心理士)

代 表 所 員 兼任カウンセラー 文 学 部 教 授 村野井 仁

所 員 兼任カウンセラー 経 済 学 部 准 教 授 伊鹿倉 正 司

所 員 兼任カウンセラー 経 営 学 部 講 師 板 橋 慶 明

所 員 兼任カウンセラー 法 学 部 教 授 長 岡 龍 弍(弁 護士)

所 員 兼任カウンセラー 法 学 部 講 師 羽 田 さゆり

所 員 兼任カウンセラー 工 学 部 教 授 武 田 三 弘

所 員 兼任カウンセラー 工 学 部 准 教 授 加 藤 和 夫

所 員 兼任カウンセラー 教 養 学 部 教 授 加 藤 健 二

所 員 兼任カウンセラー 教 養 学 部 教 授 水 谷 修

所 員 兼任カウンセラー 教 養 学 部 教 授 佐 藤 篤

所 員 兼任カウンセラー 教 養 学 部 教 授 松 本 秀 明

所 員 兼任カウンセラー 教 養 学 部 准 教 授 吉 村 功太郎

所 員 兼任カウンセラー 教 養 学 部 准 教 授 山 崎 冬 太

所 員 専任カウンセラー 臨 床 心 理 士 森 谷 静

所 員 専任カウンセラー 臨 床 心 理 士 皆 川 美 雪

所 員 教 務 課 長 丹 野 光 雄

所 員 就 職 課 長 桔 梗 元 子

所 員 学 生 課 長 石 井 勝 雄

所 員 総 務 部 次 長 斎 藤 淳

(多賀城キャンパス担当)

所 員 総 務 部 次 長 佐 藤 光 男

(泉キャンパス担当)

所 員(土 樋キャンパス担当)事 務 職 員 高 原 美保子

(泉キャンパス担当)臨 時 職 員 佐 藤 繭

(多賀城キャンパス担当)臨 時 職 員 氏 家 悠 太

カウンセリング ・センター嘱託医師

嘱 託 医 三塚神経科・内科クリニ ック院長 三 塚 浩 三(精 神科医)
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カ ウ ン セ リン グ ・セ ンタ ー 便 り

第76号 ・第77号

(再 録)



-51-



「新 しい経験に

ポジテ ィブに立ち向かお う」

教養学部人間科学科教授

力ウンセ リング ・センター所長

堀毛 裕子

桜の開花や初々しい小学一年生の姿に、気持ちの浮き立つ春4月 となりました。新たな年

度を迎えて、本学の学部 ・大学院へ入学そ して進級なさるすべての皆さんに、心からのお祝

いを申し上げます。

さて、入学や進級には、クラスメー トも授業もすべて勝手のわかっていた学校から新たな

学校へ、生まれ育った士地から新たな街へ、などという移動を伴います。このように、慣れ

親しんだ環境から離れて新 しい環境へと移行するとき、私たちは大・小を問わずさまざまな違

いに直面 して、驚きや戸惑いを感じます。これは、いわゆるカルチャー ・ショックと呼ばれ

るものです。

カルチャー ・ショックというと、どこか外国で体験するもののように思われるかも知れま

せん。しか し、皆さんも、ある友人グループで通 じる冗談やウグる話題が、他のグループで

はそうでもない、などという経験をしたことがあるでしょう。国や民族という大きな単位で

なく、地域 ・クラス ・友人グループなどの小さな単位であっても、それらはいずれも多かれ

少なかれ固有のルールや習慣を持っていますから、その間を移動すれば、以前の場で通用 し

ていたやりかたではうまく行かない、などということが出てくるわけです。

これまでの行動パターンが通用しないという状況はス トレス状態を引き起こすことにもな

ります し、新たな場にな じみ新たなふるまい方を身につけるのは、厄介で面倒なことかもし

れません。 しか し、厄介な経験や新しい経験は、私たちを成長させる契機ともなるのzす 。

これまでのやり方が通用 しない場面に出会った時、失敗するのではないかと心配ばかりして

ネガテ ィブに考えるよりも、よいチャレンジの機会だとポジティブなとらえかたをする方が、

実際にうまく乗り越えることがzき 人間的な成長さえ得られることが、心理学の研究から確

認されています。

これから皆さんが経験するであろう大小さまざまなできごとを、どうぞ自分の成長のため

のよい機会ととらえて、ポジティブに乗り越えていって下さい。そうはいってもちょっとシ

ン ドイな、と思うときには、無理をせず、まわりの人たちにちょっとだけ弱音を吐いてみる

のもよいで しょう。あるいは、各キャンパスにあるカウンセリング・センター も、きっと皆

さんのお役に立てると思います。
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カウンセリング ・センターへどうぞ

『よ ろ ず相 談所 』です・

生活全般
たとえば…

家庭 ・経済上の問題

下宿 ・アパー ト等での問題

部活やアルバイ ト等の問題

学業一般
たとえば…

勉強のしかた
1単位履修のしかた

転学部 ・転学科

留学

休学や退学

将来の進路

こころの問題
たとえば…

眠れない

やる気が起こらない

孤独感

気持ちが落ち込んでしまう

自分の性格に悩んでいる

諸勧誘や迷惑行為
たとえば…

悪質商法

インターネット上の被害

宗教まがいの活動

覚醒剤などの薬物

対人関係
たとえば…

家族関係

友達とうまく行かない

恋愛問題

人前に出ると緊張してしまう
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※どのようなことでも、気軽にご相談ください。

昨年は、延べ2000件 以上の利用がありました。

相談して
良かった!

※相談は無料です。秘密はかたく守ります。

※本学教員が兼任力ウンセラーとしてご相談に応 じますが、必要に応じて専任力ウンセラーや

嘱託精神科医、あるいは学内外の他の窓口を紹介 します。

※各キャンパスでは、その他に嘱託医による精神健康相談を行っています。詳しい日程(年4回)

は、後日掲示板でお知らせいたします。

スタッフ紹介

所 長 堀毛 裕子(教 養学部)臨 床心理十

土樋受付 高原 美保子

泉 受 付 佐藤 繭

多賀城受付 氏家 悠太

専任力ウンセラー(臨 床心理士)

森谷 静 皆川 美雪

兼任 力ウンセラー(教 員)

伊鹿倉正司(経 済学部)

板橋 慶明(経 営学部)

加藤 和夫(工 学部)

加藤 健二(教 養学部)

佐藤 篤(教 養学部)

武田 三弘(工 学部)

長岡 龍弌(法 学部):弁 護十

羽田 さゆ り(法 学部)

松本 秀明(教 養学部)

水谷 修(教 養学部)

村野井 仁(文 学部)

山崎 冬太(教 養学部)

吉村功太郎(教 養学部)

土樋キ ャンパ ス8号 館3階 ◆TEL264-6410

泉 キ ャ ン パ ス1号 館2階 ◆TEL375-1186

多賀城キャンパス1号 館2階 ◆TEL368-1326

発行日/2010年4月1日

発 行/東 北学院大学カウンセリング センター 所長堀毛裕子

〒980-8511仙 台市青葉区土樋1丁 目3番1号

監 修/柴 田良孝

印 刷/川 口印刷工業株式会社

54



-55-



悩みを抱える力・ こころの 「保水力」

カウンセリング ・センター所長

堀毛 裕子

例年にない猛暑の夏で したが、この頃は日が暮れるのもずいぶん早くなって虫の声も聴かれ、いよ

いよ秋が深まってきました。秋はまた学会シーズンで、心理学領域でもたくさんの学会が開催されます。

先日、私が参加した学会のうち、精神医学者のフランクルや心理学者のマズローなどに関連する研究

グループのセ ッションでは、単なる研究上の関心にとどまらず、人間のあり方について深く考えさせ

られる議論がありました。それは、健康的に生きるということは、ポジティブなことだけではなくネ

ガティブなこと、すなわち苦悩も抱えていくことではないか、という問題です。

人間は、乳幼児期にはまだ考えるカが育っておらず、したがって 「悩む」こともできません。その

ため 「辛い」「悩んでいる」と自覚できるようになる前の年齢では、問題を身体症状として表出します。

親が忙 しいときに限って赤ん坊が熱を出す、何らかの理由で学校に行くのが辛い小学生が、本人は登

校するつもりでいるのになぜか朝になるとお腹が痛くなる、などというのはその例です。やがて、お

おまかにいえば思春期頃になってはじめて、意識的に 「悩む」ことができるようになるわけで、その

意味では 「悩む」のは人間の心理的機能が成長した証なのです。そ してまた、人間な らだれにでもプ

ラス面とマイナス面があります。マイナス面をあえて強調する必要もありませんが、また自分のマイ

ナス面 ・イヤな面から目を背けることなく、「プラスもマイナスもある自分」をまること認めることが

大切です。

最近は、「悩む」のはよくない、あるいはかっこわるい、というような風潮があるように感じます。

しかし、人間が生きていく上ではさまざまな問題が生じ、いつも順風満帆というわけにはいきません。

そのようなときに、自分について考える ・悩むということは、当然であると同時に、さらなる成長の

機会でもあります。悩みにとらわれて動けな くなるのではなく、現実的な日々の生活を営みながら、

一方で、悩みをもちつつ考え続ける、悩みを抱えていく、というようなカー私は、山や森林が水をた

める力にたとえて「保水力」と表現することがあります一は、大切なものではないでしょうか。前号の「便

り」では、困難な物事もポジティブに受け止めることの心理学的な意昧に触れました。今回の 「悩み

を抱える力」は、一見、ネガティブで逆のようですが、実はどちらも人間の本質的な強さや生きる力

に関わることなのです。

生命力に満ちた夏が過ぎて、ふと自分を振り返ることも多くなる秋。どうぞたまにはゆっくりと考え、

悩んでみてください。ただ し、悩みにとらわれて堂々めぐりになったり、眠れないほどになったり、

というのは困りますね。そのようなときには、悩みを口に出して人に話すこともよい方法ですし、カ

ウンセリング ・センターもお手伝いをいたします。
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学生時代の過ごし方

例年になく暑い夏が終わり、ようやく秋らしくなってきましたね。学生の皆さん、毎日の学生生活

をどのように過ごされているでしょうか?

皆さんは、最近手紙などで自分の気持ちを文章にする機会はあるでしょうか?お そらく、授業の板

書ノー トを作成したり、レポート を書いたりするなど、文章を書く機会はあるかと思いますが、手紙

といった自分の気持ちを整理して、簡潔に文章にまとめるといった作業はあまりないのではないでしょ

うか?

私はというと、最近では恩師の退官の際に学生時代の思い出話を寄稿文として書いたり、結婚式の

スピーチの原稿を作成したり、あるいはまさにこの原稿を作成ずるといった機会があり、自分の考え

や気持ちを書くことが、「意外と」というか 「かなり苦労Jす ることを実感します。これは、こういっ

た作文の機会が少ないことが原因なのでしょうね。しかし、いざ文章をまとめ挙げると、やり遂げた

という満足感がなぜか沸いてきます。自分の気持ちを豊かにする何かしらの作用があるのかもしれま

ぜん。あるいは何か気持ちの整理が付くのかもしれません。

昨今では、携帯メールなどで会話をするように文章を書くことが多くなり、皆さんの中にも、自分

の気持ちを手紙などにする機会があまりない方も少なからずいるのではないでしょうか?ぜ ひこのよ

うな機会を作ってみて(し かし、なかなか自ら欲 しないと、このような機会にはめぐり会わないので

すが…)、 できれば自箋で書くといった経験を学生時代にしておくことは、重要なことだと思います。

そのためには、本を多く読み、A葉 を覚えることも学生時代にやっておくことの一つだと思います。

自分の気持ちを整理 して表現できる能力を身に着けることは、昨今の就職活動には、必要不可欠なス

キルとなることで しょう。さらには将来の人生にプラスに作用することもあるでしょう。

どうか面倒くさがらず、挑戦してみてはいかがで しようか?今 まで気付がなかった新たな自分に気

付かされるかもしれません。
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学生時代の過ごし方

兼任力ウンセラー(教 養学部)

山崎冬太
十代の終わりから二十代のはじめにかけて、若い皆さんは 「あれもやりたい、これもやりたい」と

いう思いではちきれんばかりで、一日24時 間ではとても足 りないというのが正直なところではないで

しょうか。したいと思うことを全部やっていたら、とても身が持たない一そんなふうに感じることは

ありませんか。

そういうときは、すこし肩の力を抜いて、「自分がいちばんやりたいことはなんだろう」と考えてみ

ましょう。そんなにかんたんに結論が出ることではありません。学食の券売機の前で、定食かカレー

かラーメンか、迷いに迷っている学生さんをよく見かけます。お昼になにを食べるか決めるのだって

けっこうむずかしいのです。大学生活で自分がするべきことの優先順位をつけるのに悩むのは、あた

りまえだよね。

昔々のことですが、私は仏文科の学生だったので、とりあえずフランス語をしっかりやろうと思い

ました。そして、本をたくさん読もう、音楽をいろいろ聴こう、映画もどっさり観て、気の合う友達

とおおいに語り合い、ちょっとはお金も稼ぎ、気が向けば旅に出て、できれば恋愛なんぞ経験 してみ

てもいいな…などとムシのいいことばかり考えていたせいか、すべて中途半端、4年 で卒論が書けず

留年、大学院もi年 浪人 してやっと入れてもらいました。進学後は、漠然と夢見ていた留学もかない、

いまフランス語を教えてなんとか食っています。ラッキー!

やはり自分にとっては、留学体験が大きかったと思うし、パ リで学生生活を送れたのも、不十分な

がら学部生時代にフランス語をある程度身につけたおかげだと実感します。それは、大学に籍を置か

なければできないことだったんだろうな一…

なんてオヤジが後からしみじみ思うのはかんたん。学生時代をいかに生くべきか、いま悩みに悩ん

でいるあなた、あなたは正しい!い ま悩まないでいつ悩む。煮詰まったら、カウンセリング・センター

という手もありますよ。
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編 集 後 記

年報の最初には、昨年2月25日 に開催された東北大学高等教育開発推進セ

ンター教授 ・学生相談室副所長の吉武清實先生による講演会資料が掲載 され

ております。当日は、学生支援における学内関連窓口の連携についてご講演

いただきましたが、事例紹介を交えた大変示唆に富む内容であ り、本学の今

後の学生支援体制のあり方を考える上で、非常に参考となるご講演で した。

また、今回の年報では、本学カウンセ リング ・センター所長の堀毛裕子先

生より、東日本大震災後のカウンセ リング ・セ ンターの活動についてご寄稿

いただきました。震災後、カウンセ リング ・セ ンターは従来の学生相談に加

えて、学生を対象とした震災後のス トレスに関する情報提供 と心理教育など

に取 り組んでまい りましたが、震災後の早い段階からこのような活動を行 う

ことができたのは、教職員のみなさまのご支援 ・ご協力によるところが大き

いと考えております。 この場を借りて、心より感謝申し上げます。

年報の後半は、2010年 度のカウンセ リング・センター活動報告 となってお

ります。来談者数は年々増加 しているとともに、その相談内容 も多様化 して

おります。教職員のみなさまが、 日頃接 している学生たちが抱える諸問題を

把握する上で、本年報が有益な参考資料 となれば幸いです。

(編集担当 伊鹿倉 正司)
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2012年3月

教職員各位

東北学院大学カウンセリング ・センター

所 長 堀毛 裕子

「カウンセ リング ・セ ンター年報」第32号 の配付について

日頃は、カウンセリング ・センターの運営につきまして、ご理解とご協力

をいただきありがとうございます。

遅くなりましたが、このたび 「カウンセリング ・センター年報」第32号

が出来上がりましたのでお届け致 します。

2011年 度は、通常業務に加え、前年度末に発生した震災への対応に関して、

当センターでもさまざまな心埋支援を行ってまいりました。今号では、その

対応の経過についても不十分ながらご報告させて頂いております。この「年

報」が、本学における学生支援の一層の向上にむけて、教職員の皆様とご一緒

に考えていくきっかけとなれば、大変うれしく存じます。

ご高覧の上、お気づきの点など是非ご教示いただければ幸いです。


